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「はじめに」 

特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ「集いの場あゆみ」では、広島市の障

害者福祉サービス事業を活用した生涯学習支援に取り組んでいます。２０１６

年９月から広島市地域活動支援センターⅡ型事業を活用して、就労している知

的障害者の生涯学習や余暇活動の取組を本格的に開始しました。 

２０１８年４月には文部科学省 生涯学習政策局（現在は、総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課）が進める、学校卒業後の障害者について、

効果的な学習プログラムや実施体制等に関する実証的な研究開発と成果の普及

に向けた「学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業」に

応募し採択をされ、今年度も引き続き委託事業に取り組んでいます。 

 

昨年度は「自立を学びあう生涯学習講座Ⅱ」のテキストを作成し、障害者の

自立に向けた学習プログラムの支援策の一つとして報告をいたしました。 

今年度も、集いの場あゆみの主催する学びの講座で実践をした内容を元に「自

立を学びあう生涯学習講座Ⅲ」学習プログラムの作成を行いました。 

このプログラムは、昨年度の「安全・安心」をテーマにした内容から、今年

度は「自立と支援」をテーマにした内容で作成をしました。障害者の社会参加

と自立が言われる中で、本人自身が自立の意味を考え、就労や生活を支援する

機関や相談支援の実際を学び、自分の地域や周囲の環境に目を向けることで支

援との関係を知る学びの講座テキストとなっています。 

具体的な柱立てとしては、「自立と支援について」「就労・生活支援について」

「相談支援について」「地域生活を支えるについて」に沿った構成をしました。 

講座テキストは、昨年同様に分かりやすい表現で、漢字等へのルビ、絵や写

真を交えた視覚支援、グループワークやロールプレイを交えた演習で構成して

います。そして、支援者が取り組むときの参考にするための「支援の手引き」

も作成しています。 

 

テキストの内容は、各講座の講師の個性や思いを尊重しているために、表現

法や字体に差異が見られるかもしれません。また、それぞれの講座の中で一部、

内容が重複をしている部分もあるかもしれませんが、繰り返し学ぶ中で、より

理解を深め、関連を知りながら学ぶ必要があると考えています。合わせて支援

が、連携や協力によって成り立つことも学んでほしいと思っています。 

また、今年度はテキストの作成と共に、障害者の多様な学びに関する実践の

理解を広げるための啓発・普及や学びを活かした発表の場への参加にも取り組

みました。 

 

例えば、障害者の生涯学習に関する講演会の実施や、文部科学省の主催する

『共に学び、生きる共生社会コンファレンス』での実践発表への参加、広島市

男女共同参画推進センター（ゆいぽーと）の交流会への参加、地域（広島）で

活躍する音楽家による『Life いのち上演実行委員会』の主催による“令和新春
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コンサート”への参加など啓発・普及活動や社会的な場への参加にも取り組む

ことができました。 

  

最後になりましたが、文部科学省「障害者の多様な学習活動を総合的に支援

するための実践研究」の委託事業により、「自立を学びあう生涯学習講座Ⅲ」の

製本が実現し、新たな活動への挑戦へとあゆみ始めることができました。 

今後も、障害者の自立に向けての学びが意味ある支援として発展するよう実

践研究に取り組んでいきたいと思っています。 

 

尚、表紙の写真は、２０１９年度のあゆみアート部による制作の季節のアー

ト作品です。 

 

 

特定非営利活動法人「エス・アイ・エヌ」 

               集いの場あゆみ 所長 草 羽 俊 之 
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【今年度の新たな取組】 

「障害者の多様な学びの実践」の啓発と普及に向けて 

 

 今年度は、昨年度の取り組みに引き続き、さらに土・日の文化的な講座の活

動プログラムに流行りのヒップホップ系の『ダンス講座』と、誰でも気軽に楽

しめる『スポーツ講座』の活動を加えました。この 2 つの活動は利用者からの

希望が高かった内容で、新たに今年度から始めた講座です。 

ダンス講座での取り組みでは、社会的な活動へ発展させたゆいぽーと（男女

共同参画推進センター）の行事への参加。また、音楽の講座講師が主催する本

格的なコンサートへの出演をし、地元で活躍している音楽家との共演も実現す

るなど、集いの場あゆみの活動を地域社会に理解を広げる第 1 歩とすることが

できました。 

ちなみに、発表会やコンサートの出演用で着用するライムとイエロー色のあ

ゆみのロゴ入り T シャツも作りました。 

  

次に、障害者の生涯学習支援についての研修をする機会として講演会も実施

しました。「集いの場あゆみ」が文部科学省の委託事業による実践研究に取り

組んでいる現状や、「集いの場あゆみ」で日々取り組んでいる活動の内容に関

しては、様々な機会を通して発表や報告を行ってきましたが、十分に周知され

ていないのが実状です。初の試みとして行った講演会の取り組みを通して成果

や課題も把握することができました。 

 そして、文部科学省の主催するブロック別コンファレンスにも分科会やポス

ター会場での発表機会をいただきました。3 つのブロック（東海・北陸ブロッ

ク，四国・九州・沖縄ブロック，近畿・中国ブロック）での発表を通して全国

に発信をすることもできました。（近畿・中国ブロックポスター発表資料［５］

参照） 

 

 上述したように、今年度の取り組みは講座の文化活動の発表を通して、積極

的に社会参加を進めたり、「障害者の生涯学習」の講演会を通して学習機会を

つくったりして、認知を広げる活動が行えたことで、今後の「障害者の多様な

学びの実践研究の推進」に向けた啓発と普及を進めるステップになったと思い

ます。 

  

以上の取り組みによる活動報告と成果と課題について以下のように報告をし

ます。 
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［１］「講演会の実施」～共に学びを広げよう～ 

 

講演会「障害者の生涯学習支援について」の開催 

 

エス・アイ・エヌでは、障害のある人たちの生涯学習について、現状や課題

の研修を深めるために、2019 年 10 月 6 日に、鳥取短期大学教授國本真吾先

生を講師として招聘し講演会を開催しました。國本先生は鳥取大学の「オープ

ンカレッジ in 鳥取」や「鳥取大学付属特別支援学校の専攻科」、また「全国障

がい者生涯学習支援研究会」「全国専攻科研究会」などに関わりをもち、障害

者の生涯学習支援に関しての造詣が深い先生です。中国地方のみならず、全国

の情報にも精通する國本先生には、今後の「集いの場あゆみ」の実践にも役立

つお話を期待した講演会の企画でした。 

また、この講演会では、文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学

習・安全課 障害者学習支援推進室の主任、井口啓太郎様からも現在の文部科

学省の取り組みやその進捗状況に関しての御報告をいただくことができました。 

そして、これまで「集いの場あゆみ」の取り組みに関する十分な報告をする

機会をもつことができませんでしたので、併せて実践報告もいたしました。 

講演会当日は、広島県・市の教育委員会生涯学習課からの担当者にも参加を

いただき共に学習をする機会にもなりました。 

講演会の企画当初は、広島市内を中心に活動をしている障害者の文化活動や

余暇活動などに取り組む障害福祉サービス事業所や団体にも呼びかけ、情報交

流会も企画していましたが、日程の調整が合わず参加可能な事業所が少なく実

施できませんでした。 

しかし、國本先生による「障害者の生涯学習支援」に関する講演会と二つの

報告を行うことができました。初めての講演会としては予想以上の参加者が会

場に足を運んでいただけたことと、希望者によるランチミーティング（昼食交

流会）にも多くの参加があり、それぞれの立場で思いや発言をしていただくこ

とができました。 

以下、講演会の概要とそれぞれの講演と報告の資料を掲載します。 

 

１．講演会の概要 

（１）日程 

 2019 年 10 月 6 日（日）10 時～14 時 

【実践報告】  「集いの場あゆみの生涯学習支援の取組」 

集いの場あゆみ 所長 草羽俊之 

【文部科学省】 「障害者の生涯を通じた多様な学習活動の充実について」 

        障害者学習支援推進室 主任 井口啓太郎  

【講 演 会】  「障害者の生涯学習支援について」  

         講師：鳥取短期大学 教授 國本真吾  

         ＊講演会・報告資料は［５］参照 
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 ○講師を囲んでのランチミーティング（昼食交流会）（１２時～１３時 30 分） 

〇昼食交流会終了後に希望者は「集いの場あゆみ」（会場から徒歩 5 分程度） 

の施設見学を実施。 

 

（２）参加者の概要 

○ 講演会参加者の所属等の内訳 

  広島県生涯学習課、広島市生涯学習課、大学、特別支援学校、大学病院、

育成会、障害者福祉サービス事業所（相談支援事業所、自立訓練事業所、

ヘルパー事業所、移動支援事業所、グループホーム）、家族会、青年教室支

援者、ダンス講師、社会福祉法人施設職員、成年後見人（保佐人）、集いの

場あゆみ利用者と家族、エス・アイ・エヌ法人職員、大学生ボランティア        

                                  等 

                     参加者の総人数は 64 人でした。 

 

２．参加者のアンケートから（アンケートの内容は、ほぼ原文を掲載し、重複

する内容は一つにまとめました。） 

（１）実践報告『集いの場あゆみの生涯学習支援』 

 【一般参加者】 

・集団で活動する中で、「主体的、対話的で深い学び」とつながると感じた。 

 ・集いの場あゆみの取り組み、活動内容、設立目的などがよく分かった。ま 

た、これまでの経過がよく分かった。 

・利用者の活動の様子が生き生きとしていて、とても良かった。特にヨガや 

クッキングの写真が良かった。 

 ・スライドによる具体的な活動内容の報告がイメージしやすかった。 

・社会の中で職場、住居以外にこのような活動の場所や仲間がいる場所があ 

るとは素晴らしいです。 

・長い歴史の中で積み重ねて今があることを学ぶことができた。当事者の生 

活目線で活動されてきたので内容が豊かである。 

・立地条件がとても良い。 

・いつも細かな変化を見て、柔軟に対応していただき感謝です。 

・学びの場から憩いの場に共感した。 

・自分自身も余暇の充実があってこそ意欲につながるのでそれぞれの余暇が 

この場でできたらいいなと感じた。 

・長きにわたる実践に基づく、現在の活動であることが分かった。 

・学びも、学び合いも仲間との出会いも大切だと感じた。 

【利用者】 

・あゆみは 1 番初めの時代は「こいこいクラブ」の時代から始まって次々と

変わって今のあゆみにつながったと思いました。 

・今日はいい勉強でした。今まで習ってきたことの映像を見て、今までのこ

と思い出しました。 
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・草羽さんの話が分かりやすかったです。 

・いろいろな障害者の集まりの会のことが詳しく聞けて良かったでです。 

いろいろな勉強になってよかったし、現実的な話が聞けて良かった。 

・すごくいい話が聞かれて、もっといい方向に行くと思う。 

・あゆみの生涯学習支援の話の勉強ができた。 

・話が楽しかった。 

・講座の写真が良かった。 

・生涯学習支援の話が分かりやすかった。 

・地域活動支援のこともすばらしいと思ってます。 

 

（２）文部科学省の報告『障害者の生涯を通じたような多様な学習活動の充実』 

【一般参加者】 

・障害があることで豊かな人生の選択をすることがままならない方の支援を 

国を挙げて動き出したんだなと言うのがわかり、今後の動向が気になった。 

・「共生社会」「障害者の生涯学習」について明確な推進をしていることを心 

強く思った。 

・国の政策としていろいろな取り組みがあることが分かった。 

・国の施策展開を知ることができた。支援の継続を望む。 

・国の障害者の支援は学校まで、または 20 歳までという思いがありました 

が、その後にも目を向けられ政策になっていくことを感じた。 

・もう少し詳しく聞きたかった。 

・学校卒業後の若年層が中心となっている様子と感じた。熟年層、高年層に 

もこういう場があっても良いのではないか。 

・国としてのスタンス、今後の方針を聞けたのは心強く感じた。 

・文科省の支援に関する実践研究事業者へのが委託事業費が計上されている 

ことを知った。 

・効果的な手法の構築と他機関を指導していただきたい。 

【利用者】 

・いろいろと視野を広めていく大切さを知りました。 

・学校を卒業したときに国が一生懸命に障害者の気持ちを考えてくれている 

のが分かった。 

・障害者の生涯学習について話を聞きました。すごく考えたいと思いました。 

・なかなか障害者の話を聞くことがないのできょういろんな人たちと勉強で 

きてよかったです。もっと障害者の学習についてしたかったです。すごく 

難しかったです。 

・話を聞いていやなことを思い出したりいいこともあったかなと思いだした 

りしました。 

・すごくいい勉強をしました。すごく考えないと、いけないと思いました。 

 

（３）講演【障害者の生涯学習支援について】 
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【一般参加者】 

・横のつながりが大事なことなんだと思った。学習が学校教育のみではなく 

生涯を通じて権利として求めて保障していく大切さ、行われるべきである 

ことを理解し障害者に対してその機会を援助していく必要があると感じた。 

・学校教育に「生涯学習」の考えや、生活の一部として活動を取り入れるこ 

との必要性にも共感した。そういった重要性も認識してほしい。 

・講演内容はよく理解できたが、現実的には難しいのではないかと思った。 

・障害者の生涯学習について今までよく分かっていなかった。話が分かりや 

すくて良かったです。ぼんやりとした認識でしかなかったので具体的にお 

話をいただき理解が深まり、イメージや発想の転換ができた。 

・当事者の方に楽しみながら人生を豊かにする方法を得てほしいと思った。 

・学校在学中からの学校外活動との往還的な発展の重要性を感じた。 

・「学校の学び、学校卒業後の学び」「生涯学習の権利」働く時間以外の過ご 

し方、お金の使い方モチベーションの維持、生き甲斐、楽しみ方が大切だ

と思った。 

・障害者に限ったことではなく人間皆に大事なテーマであるなと改めて実感 

した。私も学校時代を含め生涯学習であると思った。 

・草羽さんの長年の取り組みと國本先生の共通性を感じた。 

・学びの力を発揮するため、生涯学習と学校教育の場を往復することが広が 

ることの大切さを学ぶことができた。新たな視点を持つことができた。 

・研究者のケースカンファレンスから体系的に生涯学習の重要性を伺えたの 

は良かったです。 

・本人が今の時代をどう楽しく生きるか、将来のために人が好きに、人に好 

かれる人間になれるのか、生涯学習に多方面から考えさせられた。 

・障害者の生涯学習について、理解するためにそれぞれの立場から報告・講 

演がとても充実していた。 

・学びの保障、発達権の保障の場の必要性がよく分かった。生き生きとした

生活のために、あゆみのような場がたくさん地域にできるとよいと感じた。 

・また、機会があればぜひ参加したい。 

・文化、芸術、スポーツ以外の学習があっても良いのでは？ 

・地域活動支援のこともすばらしいと思ってます。 

【利用者】 

・今からもっと成長していきたいと思いました。 

・なかなか話を聞くときがないので、生涯学習の支援についての話が聞けて

よかった。話し方がくわしく、わかりやすく聞けてよかったし勉強になり

ました。 

・女の子がステージに上がってしたことや大人になっての映像も良かった。 

・國本先生の話わかりやすかったです。 

・鳥取県に住んでいる 1 人の女の子が商学部のころに興味をもちだして、中

学部では沖縄ダンスにかかわって現在はアートで働いているのが勉強にな
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りました。 

・今まで勉強したことや自分では習わなかった勉強や、あゆみの行事やまつ

りで楽しかったことが今日の話でわかりました。 

・いろんなことがわかってよかったです。 

・いろいろな活動の話や沖縄の活動のことが詳しく聞けて勉強になりました。 

・映像を見てかしこくなりました。 

・すごくいい勉強をしました。先生の話がとてもよくわかりました。ビデオ

も楽しかったです。感動しました。 

・障害者のこれからの生活のことを考えてくれているのがわかった。 

・過去の古傷のところが少し複雑に思いました。 

 

（４）その他 

【一般参加者】 

・今回の講演会の内容は障害者の生涯学習について理解するためにそれぞれ 

の立場からの報告・講演でとても充実したものでした。ありがとうござい 

ました。 

・中学（当時養護学級）の同窓会の月 1 回の集いを 20 年続けています。（施 

設見学、レク、季節行事等）ここ 10 年は外部支援者の参加はなくメンバ

ーも固定で 5 名程度の状況です。わが子は全く不参加ですが調理の時には

支援に入っています。 

・いろいろと話を聞けてよかったです。 

・もっと、生涯学習について知りたかった。いろんな人と交流ができないの

で交流したいと思いました。 

・いつかまたあったらいいです。 

・「パプリカ」や「恋のフォーチュンクッキー」が踊りたいです。 

・障害者の生活のことでこれからどんな方法で考えるのか知りたい。 

・他者の尊重をすることの内容が知りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省井

口 さ ん の 報

告。国も頑張

っています。 

集いの場あゆみ

の実践報告。活動

写真もあり、利用

者は大喜び。 

國本先生のビデオを交えながらの

講演。わかりやすいと好評でした。 
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［２］「文化活動による社会参加Ⅰ」 

～ともに喜び、楽しみをつなげる表現活動～ 

 

『令和新春コンサート２０２０』～時代は夢とともに～ 

への出演 

令和 2 年 1 月 5 日（日）JMS アステールプラザ中ホール（約５００名収容） 

12 名の歌手と 2 団体によるコンサートに出演をしました。 

 

１．コンサート出演の概要と取組 

このコンサートの主催者は坂井けい（以下、けいさん）さんでした。 

けいさんは、「集いの場あゆみ」の音楽の講座で講師として、あゆみの仲間に

表現活動や歌唱の指導をしていただいています。 

 「令和新春コンサート２０２０」への出演は、けいさんからあゆみに出演依

頼をいただき実現しました。このコンサートは『Life いのち上演実行委員会』

の主催による、広島で活躍するプロ・アマの歌手の皆さんのコンサートです。

けいさんから参加のお誘いを受けて、一緒にあゆみの仲間が音楽の講座で取り

組んでいる「365 日の紙飛行機」の曲をコンサートの出演者の皆さんと一緒に

合唱をすることになりました。 

 日頃は、あゆみの仲間だけで歌っている曲を、文化複合施設「アステールプ

ラザ」の大舞台で他の出演者の皆さんと共演できたことは、大きな経験と刺激

を受ける機会になりました。あゆみの出演者は 19 名（支援者 2 名）でした。 

 

 コンサートに向けての出演者の皆さんとの練習は、リハーサルも含めて 2 回

でした。初めての練習では、歌手、スタッフの皆さんとの出会いの中で、お互

いを知り合うために、小グループに分かれての自己紹介から始まりました。や

や緊張もほぐれ、練習が始まりました。一つ一つの動きや表現にも気を配るけ

いさんの迫力ある舞台演出に緊張感をもって参加しました。普段の音楽の講座

のときにも視線、姿勢、表情など一人一人の仲間の良さを引き出してくれるけ

いさんの言葉や表現が、リハーサルのときも同じように伝わってきました。 

 

本番では、共演者の皆さんのあゆみの仲間に語り掛けるような歌声と、傍で

そっと背中を押してくれた支え手、温かく優しさあふれる視線があゆみの仲間

を包み込んで「365 日の紙飛行機」の大きな歌声となりました。合唱の最後の

観客席に向けて飛ばした紙飛行機の手投げパフォーマンスも、きっと観客の皆

さんの心にも届いたのではないかと思います。 

 

 音楽の講座を通しての坂井さんとの付き合いは 3 年にも及んでいます。コン

サート経験や合唱練習が多いとは言えない中で、けいさんの個性的な指導によ

って築いてきた関係性によって、あゆみの仲間一人一人がありのままの自分を

出せる舞台表現になったと感じるステージでした。 
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２．コンサート出演者及びお客様の感想（感想の内容は、本人の表現に沿って

掲載し、重複する内容は一つにまとめました。） 

 

【主催者】 坂井けいさんの感想 

あゆみの皆様と一緒に舞台を務めさせていただきました。「Life いのち」そ

のままだと思います。「創る」という場をいただきまして、人間（ひと）そのま

まが美しいという事、そしてそのままが在る。そのままでいい。という事。 

先（さき）、輝くいのちの共演ができました。嬉しく思いました。 

そして、舞台発表を終えて、始めての音楽・表現の講座に来させていただき、

皆さんが美しくなられていた事に感動しました。 

 

出演者みんなで大合唱 

「３６５日の紙飛行機」 

講師の上田彩さんが、傍で寄

り添ってくれて嬉しそう。 

大きな歌声、感情たっぷりの 

表現にも力がはいってます。 

みんなで、紙飛行機を遠く

まで飛ばしました。 
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（１）舞台共演者からの感想 

 ・楽しかった。すごく緊張してびっくりしたけど、最後まで歌えてよかった 

です。 

・ふつうでした。特別なことではなく、あたりまえの感覚で一緒に歌ってい

て楽しく歌えました。 

・私たちの方もそのままを受け入れてもらえて嬉しかった。 

これがあたりまえ、これが本当の世界なんだと思いました。 

・日常の、いろんな人がいろんな息づかいで生きている様子が、そのまま舞 

台で表現されていて「日常のひとコマ」という感じがして嬉しかった。 

 

（２）お客様からの感想 

 ・それまでの流れから、彼らがでてきたとき自然に涙があふれてきた。感動 

した。 

 ・楽しそうに歌われているのを嬉しく思いました。 

 ・特別支援学校時代の生徒さんが、こういう場でコンサートに出演すること 

ができることに素晴らしく思いました。 

 ・いきいきと歌っているのを見て嬉しく思いました。 

 

（３）あゆみの出演者からの感想 

 ・ワクワクドキドキ感はあったけど、歌い終わったら気持ち良かった。 

 ・緊張したけど、会場の人たちがいっぱい応援してくれたので良かった。 

 ・楽しかった。 

 ・ひこうき飛ばせて良かった。 

 ・リハーサルの時は緊張したけど、本番では自然に体が動いて手話も取り入 

れてできたので良かったです。また出たいです。 

 ・リハーサルの時は緊張したけど、本番では気楽にやることが出来た。 

 ・ふたりのおかげでこういう機会をもらえたことがとても良かった。また、 

お願いします。 

 ・こういうステージに出たのは初めてだったけど、緊張もしたけどみんなが 

居たから出れて良かったです。 

 ・緊張もしなくて、とても楽しかったです。 

 

［３］「文化活動による社会参加Ⅱ」 

ゆいぽーと協議会交流会 ステージ発表・展示発表へ参加 

  

１．ステージ発表の取組 ～楽しくはじける笑顔のダンシングの輪～ 

（令和 2 年 2 月 16 日） 

『あゆみんな ダンシングチーム』 

 

昨年度初めて、ゆいぽーと（広島市男女共同参画推進センター）で利用登録
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団体の交流会（以下、ゆいぽーとの発表会）に参加をしました。昨年度は、音

楽の講座で練習をしている合唱曲を発表しましたが、今年度は新しく加わった

ダンス講座のヒップホップ系のダンスを発表することになりました。 

ダンス講師は、広島で活躍する“障害の有無にかかわらず歌やダンスを通し

てすべての人がやりがいや居場所を見つけられるグループ「HIROXILE（ヒロ

ザイル）」のジョーさんとショウゴさんです。ジョーさんはヒロザイルのリーダ

ーで、ショウゴさんはボーカル＆ダンサーの役割を担っている２人です。 

 

ダンスは２０１９年６月から毎月１回のペースで講座として取り組むように

なりました。当初はあゆみのダンス仲間の希望を聞いて、エグザイルやダパン

プの曲に合わせたダンスでした。今回は、ゆいぽーとへの発表会（以下発表会）

が決まってから、ダンス講師の 2 人が講座の参加者に「どんな曲で踊りたいか」

相談したところ、みんなが知っている「パプリカ」と盛り上がる「ラッタッタ

（Rat-tat-tat）」の曲になりました。 

 

1 曲目に、ラッタッタは、『J SOUL BROTHERS』の曲で昨年 USJ の

アトラクションで大流行した曲、2 曲目には、だれもが親しみのある 2020 年

の応援ソングとして制作された『パプリカ』になりました。 

「ダンスは苦手」「振り付けが覚えられない」「体がうまく動かない」「リズム

についていけない」などなど、最初は、いつ「ダンスは済（す）んだ」になり

はしないかとハラハラ、ドキドキの講座のスタートでした。参加者の年齢も 20

代前半から 40 代後半の幅広い世代の 12 名前後です。 

 ですが、ジョーさんとショウゴさんの 2 人のダンス講師は、ただものではあ

りませんでした。2 人のダンスパフォーマンスを見て、参加者は「そのステッ

プどうやるの！」「その決めポーズを教えて！」「僕にもできる技はあるかな？」

などなど、夢見るダンサーの世界に入っていきました。 

 

 でも、ここで上手に「ダンスの前にちょっと待って。」と言えるのが本物のダ

ンサー、ジョーさんです。まずは、みっちりストレッチ 30 分。基本はここか

ら、「足がつったり、腰を痛めたりするからね。」と言われて、さらにプラス、

簡単な体幹トレーニングが加わります。 

 

体がほぐれたところで、いよいよレッツダンス。 

練習では、難しい動きの振り付けはこのように伝えています。 

「～♪誰かが呼んでいる～♫」で、“両手の平から顔の横出し”は『ひょっこ

りはん』。 その後すぐに『ワッショイ』の掛け声で屈伸！ 「♫～遊びまわり、

日差しの道～♪」では、『お熱ないのにムニャムニャ～』と額に手を当てポーズ

です。体の動きとリズムを合いの手（掛け言葉）を重ねることで、笑いもつか

みながら、リズムにのって、楽しみながらダンスを覚えていきました。 

速い動きはシンプルに、楽しい動きはビッグに、振りを忘れたときはスマイ
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ルでゴメン、回転ステップは代わりに手振りにと、裏技もたくさん教えてもら

いました。  

 

舞台での発表当日は、代表の 4 人がラップ調でグループ紹介をしました。 

(^^♪『今から ダンスが 始まるよ 障害ある人ない人も 一緒に 楽しむ 

ダンスだよ』🎵 

 

(^^♪『僕たち 休みは ダンスに音楽 ヨガもゆいぽーとで やってるよ」

🎵 

(^^♪『ダンスの曲は パプリカ ラッタッタ みんなも 合わせて 盛り上が

ろうぜ』🎵 

 

(^^♪『サー！始まるぜ かっこよく レッツ ダンシング あゆみんな』🎵 

 

オープニングで、突然、全員がサングラスをかけて格好良く登場、会場内が

ざわつく中、ラッタッタの曲が始まると、軽快なダンスがジョーさんやショウ

ゴさんに教えてもらった裏技の振りも交えながら始まりました。 

 この曲は USJ のアトラクションやハロウィンで大いに盛り上がった曲で、

特にゾンビになりきった振り付けは参加者が思い思いに考えた表現でした。観

客の皆さんからも、「あー、あれ・・」「それ、それ・・」など、囁かれながら、

笑い声も聞かれながら喜ばれていました。 

 

次のパプリカでは、難しい振り付けを何度も練習しては、改良の繰り返しで

した。観客の皆さんもよく知っている曲なので、手拍子をしながらリズムと表

現を楽しんでもらえました。3 番では、会場へも降りていってロボットダンス

をしながら観客の皆さんとハイタッチをし、みんなで盛り上がりました。 

 

ダンスの講座では当初、ダンスはやってみたい気がするけどうまくできるか

どうか心配が先立ち尻込みしていました。しかし、講師のジョーさんとショウ

ゴさんはダンスの楽しさを引き出すために、振り付けを一緒に考える過程で一

人一人のパフォーマンスを作り上げてくれました。そういった活動によって、

本人たちが自信をもつようになり、モチベーションをあげていけるようになり

ました。 

そして、舞台発表に向けて、一人一人がダンサーとして堂々と表現できるよ

うに振り付けの支援をしていきました。 

 

また、ダンスを舞台だけの発表だけで終わらず、観客と一緒に一体化した参

加型の演出により舞台から踊りながら降りていき、ハイタッチや握手をしなが

ら行うパフォーマンスワールドにすることで共に楽しめる発表へとつながりま

した。（発表会参加者は 9 人のあゆみんなダンサーと 4 人の支援者でした） 
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２．展示発表の取組 ～感じた心を色に、伝えたい思いを形に～ 

（令和 2 年 2 月 16 日～2 月 23 日） 

『あゆみアート部』 

 

今回の発表会では、ダンスの発表だけではなく、当日参加ができないあゆみ

の仲間の作品展示（１週間の展示期間がありました）も行いました。展示作品

は普段ウィークデイに利用する仲間が中心となってそれぞれの得意な分野の作

品作りをしました。 

平日に「アート」や「もの作り」をしている個人やグループで制作した作品

を発表会で展示をしました。展示された作品のタイトルごとに紹介をします。 

『北風と太陽』は仲良し女子の二人組がイソップ童話の中から２人がよく知

っている話で、話の内容に共感して刺し子とパッチワークを取り入れた共同制

作をしました。物語の場面を６枚に分けて登場人物や情景を手作りしました。

またシナリオも一緒に考えて作成しました。 

ラップで「あゆみんな」の紹

介始まるよ。緊張した～ 

🕶サングラスかけて、みんなも

手拍子、かっこよく踊ったよ！ 

パプリカ、だれもが知ってる曲と、

合いの手言葉で「ひょっこりはん」 

最後は会場に降りて、みんなでハイ

タッチや握手、楽しく 大交流！ 
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『甲冑・刀・日本の文化』は、お城の見学や歴史が好きな男子が、大河ドラ

マでの明智光秀に思いを寄せて布と紙を使った切り絵を制作しました。 

『やさいの収穫』は、自分（女子）がナスや大根を収穫している場面を、鳥

や立て看板等の情景描写をして、多彩な布や紙を使って切り絵で制作しました。   

『みどりのヒマワリ』は、いろんな色を使っていくうちに、緑が好きな僕だ

から、みどりのヒマワリになったそうです。 

『春が来た！！』クロスステッチの方法で、かわいらしいクマさんの図案の

作品を作りました。私の姪が今年初めて受験をしました。合格への願いを込め

て作りました。完成した日に合格の連絡がありました。作品の完成と合わせて、

二重の嬉しい日になりました。4 月から楽しい学校生活を送ってほしいと願っ

て展示します。 

『こいのぼりのひらき』はアート部の部長（男子）の作品です。美術館で見

た作品に魅せられて、自分も作ってみたくなりました。カープのこいにも思い

をのせているうちに、五月の節句で子どものこいも続いています。（原画は１匹

の大きい鯉でした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ゆいぽーと発表会の感想（感想の内容は、本人の表現に沿って掲載し、重

複する内容は一つにまとめました。） 

（１）参加者の感想 

・他の団体の歌や演奏発表をきけて楽しかったです。僕の貼絵も展示されて

いた嬉しかったです。 

・あゆみのみんなの踊りがとても良かった。他の団体の人のダンスも良かっ

アート部、 

最新５作品の力

作ぞろいでーす。 

僕が作った甲

冑武者、どう

ですか。 

私の「野菜畑」を見てね。

おいしそうでしょ！！ 
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たです。まんざいの発表もおもしろかった。展示もよくできていた。 

・ダンスが明るくて元気が出た。僕も来年はダンスをして舞台に立ちたい。 

・あゆみんなのダンスかっこよかった。 

・K さんの「北風と太陽」の作品は良かった。他の人の作品も見れてよかっ 

た。 

・パプリカの曲はよく知っているのでダンスも楽しかった。いろいろな団体

が歌った平和の歌やダンスもおもしろかった。 

・みんなすごいなと思った。 

・私も踊りたくなってパプリカを前に出てダンスができたことが嬉しかった。

いろいろな作品も見れてよかった。ダンスの中のゾンビダンスもおもしろ

かった。また、いつかやりたいです。 

 

（２）あゆみんなダンシングチーム出演者の感想 

・ラッタッタでサングラスをかけて踊ったのがかっこよかった。緊張したけ

どみんなの前でダンスができて楽しかった。 

・ダンスチームのみんなで出れてよかった。僕はラップもやれて嬉しかった。

仕事の疲れがとれた。リラックスできた。今度は USA をやりたいと思っ

た。 

・緊張したけど、みんなと踊ることができた。いろんな人と（会場に降りて

行って）ハイタッチをすることが出きて良かった。 

・緊張もせずみんな笑顔で楽しかったです。ジョーさん、しょうごさん、あ

りがとうございました。 

・ラップでのセリフかんじゃった。次はマルモリをやりたいです。 

・ラッタッタとパプリカを楽しくできたので、もっとダンスをやりたくなっ

た。楽しく汗をかけた。 

・緊張したけどうまくできた。 

・うまくできたので、また、あゆみで出る発表会に出たい。 

・硬くなったけど自分ができることをやっていきたいと思った。またダンス

のグループで発表があったら出たい。 

 

［４］取組の成果と課題 

１．社会参加と共生社会 

 あゆみの仲間の中には、「人が多いところが苦手」「初めての人には会うのが

怖い」「交通機関を使うのは１人では無理」などの配慮が必要な発達障害の特性

のある人がいます。さらに、複数の障害を併せもつ人もいます。コンサートや

発表の場は、多くの健常者と言われる人たちとの交流や活動を共有することが

できる場になります。 

このような機会は、社会参加の経験を積むことで自信がもてたり、やりがい

を感じたりすることができます。一方では、障害のある人の中には、社会参加

を急いで進めると躊躇したり、抵抗を感じたりする人もいます。 
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また、発達障害や精神障害のある人の中には、無理に押し進めることで二次

障害へと発展していったケースもあります。つまり、社会参加を進めるときに

は充分な配慮や支援が必要になります。 

「集いの場あゆみ」では利用者１人１人の障害特性について、あゆみの活動

の中で把握したり、本人との話の中で困り事や心配事などを聞いたりして必要

な配慮や支援を考えます。また、本人の心配や不安を取り除きながら参加の意

思を丁寧に確認して進めていきます。 

音楽やダンスの講座は月に１回の講座です。「集いの場あゆみ」では、取り組

む目標を高く掲げたり、活動回数を無理に増やしたりはしません。質の高さを

上げるために、性急にハードルを高くすることは参加者の意欲を損なったり、

無理を強いたりすることもあるからです。 

生涯学習支援にとって大切なことは、自分のペースで活動できるように、時

間をかけて丁寧に焦らず、無理のない目標で楽しみながら取り組むことだと思

います。「集いの場あゆみ」を休日に利用することで、リフレッシュできるよう

な居心地の良い場になれるよう心掛けています。 

 

２．学びの普及と啓発 

 法人の主催で「障害者の生涯学習支援」の講演会の実施は初めてでした。 

当初は広島で障害のある人たちの文化活動や余暇活動の取り組みに力を入れ

ている法人や団体にも呼び掛けて、講演会と情報交流会を兼ねての開催を考え

ていましたが、日程上の理由で参加が困難な法人・団体が増える中、やむなく

「集いの場あゆみ」の利用者やその家族、身近な関係者を対象にした研修とし

ての講演会にしました。 

しかし、講演会の呼びかけの中で行政をはじめ、大学教員、障害者福祉サー

ビス事業者、福祉・医療の専門家、など多くの参加がありました。 

また、文部科学省からも主任の御出席をいただき、講演会と報告（文部科学

省と集いの場あゆみ）がセットになったことで充実した内容になり、多数の参

加者から好評でした。（アンケート内容からの評価） 

また、昼食交流会（ランチミーティング）においても、２７名の参加があり

ました。一人一人の所属なども交えながら自己紹介と講演会の感想、講師・発

表者への質問なども含めて交流ができる有意義な時間となりました。 

また「集いの場あゆみ」に移動しての見学では、利用者がグループ活動で楽

しんでいる様子の見学や、1 階と 4 階のそれぞれの場での活動概要の説明をし

て見学会をすることができました。 

 

当初の講演会の企画していた情報交流会に参加のお願いをした法人施設や団

体は、広島市内を中心に文化活動や余暇活動の取組に力を入れているところで

す。それぞれが、アート芸術や音楽・ダンス、ものづくり、余暇活動などの取

組を地域社会に発信をする独自のプログラム企画をもっていたり、県・市の障

害者の文化活動やイベントにも積極的に展示・発表したりする施設や団体です。 
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現在、文部科学省が進める「障害者の生涯学習の推進」についての情報や連

携・協力の意義などの発信や周知と同時に、ネットワーク化を図る目的の明確

さが求められているのではないかと感じました。 

また、すでに行政（県・市）などで取り組まれている障害者の文化活動やイ

ベントなどに社会参加をする機会が、近年は急速に増えています。社会参加の

選択肢が増えるとともに、障害福祉サービス事業所にも芸術活動や余暇活動の

支援の取組が少しずつ見られるようになっています。民間のカルチャー教室や

サークル活動、スポーツジムなどを利用する障害者も見られるようになってき

ました。まさに障害者の社会参加が多様になってきたとも言えます。一方では

身近にそのような機会がある人は、まだ限られているとも言えます。 

まずは、地方自治体が中心となり、国の障害者の生涯学習の推進に関する取

り組みを地域の障害者の関係団体・施設に周知させるとともに、文化活動や余

暇活動に取り組んでいる事業所や団体を把握すること、それぞれの活動の内容

の情報共有と交流をする場を作ることが大切なのではないかと考えます。 

同時に、これまでの文部科学省が調査した「障害者本人等への学校卒業後の

学習活動に関するアンケート調査資料」や「実践研究事例」などを、特別支援

教育分野や障害福祉分野の関係機関と連携をとって、障害者の生涯学習支援の

視点を共有する活動に向けての協議を始めることを期待しています。 

 

［５］講演会・報告・発表資料 等（以下の資料を順に掲載） 

 

○「障害者の生涯学習支援について」  ～生涯にわたる学びを権利として～ 

鳥取短期大学 教授 國本 真吾 

 

○「障害者の生涯を通じた多様な学習活動の充実について」 

文部科学省 総合教育政策局  

男女共同参画共生社会学習・安全課 障害者学習支援推進室 

主任  井口 啓太郎  

 

○「集いの場あゆみの生涯学習支援」 

             特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ  

集いの場あゆみ 所長 草羽 俊之 

 

○「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」 

近畿・中国ブロックポスター発表 

『集いの場あゆみの活動Ⅰ』『集いの場あゆみの活動Ⅱ』 

特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ  

集いの場あゆみ 所長 草羽 俊之 

 

○「講座と余暇活動の内容と日程」（2019年4月～2020年3月） 



障害者の
生涯学習支援について

NPO法人エス・アイ・エヌ主催研修会（2019.10.6）
広島市男女共同参画推進センター・ゆいぽーと

鳥取短期大学幼児教育保育学科

教 授 國本 真吾

～生涯にわたる学びを権利として～

「学校卒業後における障害者の学びの推進に関
する有識者会議」最終報告

障害者の生涯学習の
推進方策について

―誰もが、障害の有無にか
かわらず共に学び、生きる
共生社会を目指して―

2019年３月29日公表

特別支援教育の生涯学習化



これからのわが国が迎える姿から考えて…

・AI（人工知能）の発展、グローバル化の進行によ
り、近い未来において生き残る・生き続けていく
ためにはどうしたらよいか？

・今までの学校教育で、来る時代に対応していく
ことが可能であるのか？

大学を例にすれば、入試制度改革、専門職大学
の創設、社会人のための学び直しの受け入れ…
来る時代に対応していく準備に入っている

未来に向けて

・「生涯学習」＝スポーツ活動・文化芸術活動、就
労に向けた訓練又は働くことも含め、多様な活
動の中で行われる側面があることを念頭に置き、
「活動における学び」にも着目。

・視点の「学校教育から卒業後における学びへの
接続の円滑化」では、「学校教育を通じて身に付
けた資質・能力を維持・開発・伸長していくこと
ができるよう、学校教育における学びと学校卒
業後の学びを接続させ、生涯にわたって学び続
けられるようにすることが重要」と述べる。

最終報告が目指す社会像



特別支援教育の生涯学習化

第30条 文化的な生活、レクリエーション、
余暇及びスポーツへの参加

５ 締約国は、障害者が他の者との平等を
基礎としてレクリエーション、余暇及びス
ポーツの活動に参加することを可能とす
ることを目的として、次のことのための適
当な措置をとる。（後略）

権利ではなく参加としての余暇

障害者権利条約



余暇のとらえ方

①自由な時間の活動

②生計のための必要な金銭を生まない活動

③必要性や義務を伴わない活動

④自らの満足をうるために自由になされる活動
であり、その活動を行うこと自体が目的とな
る

⑤すすんで自己拡充や創造力の発揮を随意に行
うことを可能にさせるもの

松原治郎（1977）『講座 余暇の科学Ⅰ 余暇社会学』垣内出版

第24条 教育

１ 締約国は、教育についての障害者の権利を
認める。締約国は、この権利を差別なしに、か
つ、機会の均等を基礎として実現するため、障
害者を包容するあらゆる段階の教育制度及び
生涯学習を確保する。（後略）

２ 締約国は、障害者が、差別なしに、かつ、他の
者との平等を基礎として、一般的な高等教育、
職業訓練、成人教育及び生涯学習を享受する
ことができることを確保する。（後略）

障害者権利条約



ユネスコ学習権宣言（1985年）

学習権とは、
読み書きの権利であり、
問い続け、深く考える権利であり、
想像し、創造する権利であり、
自分自身の世界を読みとり、
歴史をつづる権利であり、
あらゆる教育の手だてを得る権利であり、
個人的・集団的力量を発達させる権利である。

国民教育研究所訳

学習権＝発達権の保障

「生涯にわたり、あらゆる機会、あらゆる場
所を利用して学びつづける権利」（小川利夫）

「人が、自らの判断で一生にわたって自由に
学び、その一部が年齢に関わらず公的な教
育制度によって保障されることを求める権
利」（末本誠）

≪生涯学習権≫

生涯にわたる学習の権利の保障

生涯学習権の保障



出典：平井威（2014）「障害児者における高等教育と
生涯学習について」梅永雄二・島田博祐編著『障害児
者の教育と生涯発達支援（第３版）』北樹出版

障害者の生涯学習の状況

今枝史雄・菅野敦（2010）「知的障害者の成人期における生涯学習支
援について」『東京学芸大学紀要総合教育科学系』第61巻第２号

知的障害者の成人期における生涯学習支援の実践



・1998年、大阪府立大学社会福祉学部で開始。

・「生涯学習」保障の観点から、知的障害者の高
等教育の機会保障を目的とする。

・建部（2000）では、オープン・カレッジの理念と
して、「人権（教育）保障」、「発達（変化）の保障」、
「地域社会に対する大学の役割の変革・創造
（貢献）」を掲げる。

これまで、北海道、青森、宮城、東京、愛知、静岡、京都、大阪、兵庫、
奈良、鳥取、島根、岡山、山口、香川、徳島、長崎などで開設・実施

オープン・カレッジ

権利の「ヨコへの保障（拡充）」

就学前教育

初等教育

前期中等教育

後期中等教育

高等
教育専攻科

権
利
の
「タ
テ
へ
の
保
障
」

社会教育

放課後活動

地域活動等

生涯学習保障のイメージ



（前略）家庭との緊密な連携の下、小学部又は小学校以降の教
育や生涯にわたる学習とのつながりを見通しながら、幼児の
自発的な活動としての遊びを通しての総合的な指導をする際
に広く活用されるものとなることを期待して、ここに特別支援
学校幼稚部教育要領を定める。

（前略）幼稚部における教育及び小学部における教育又は小
学校教育の基礎の上に、中学部における教育又は中学校教育
及び高等部における教育又は高等学校教育以降の生涯にわ
たる学習とのつながりを見通しながら、 児童又は生徒の学習
の在り方を展望していくために広く活用されるものとなること
を期待して、 ここに特別支援学校小学部・中学部学習指導要
領を定める。

特別支援学校幼稚部学習指導要領 前文

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 前文

新学習指導要領から

児童又は生徒が、学校教育を通じて身に付けた
知識及び技能を活用し、もてる能力を最大限伸
ばすことができるよう、生涯学習への意欲を高
めるとともに、社会教育その他様々な学習機会
に関する情報の提供に努めること。また、生涯を
通じてスポーツや芸術文化活動に親しみ、豊か
な生活を営むことができるよう、地域のスポー
ツ団体、文化芸術団体及び障害者福祉団体等と
連携し、多様なスポーツや文化芸術活動を体験
することができるよう配慮すること。

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章 総則＞第５節 児童又は生徒の
調和的な発達の支援＞１児童又は生徒の調和的な発達を支える指導の充実＞（４）

生涯学習の要求



●学校卒業後の「生涯学習」ではなく、学校
に在学中も余暇を充実する仕掛けが必
要＝「生涯にわたる」視点

●「出来る」ことが目的ではなく、「楽しむ」
ことが生涯学習では大切

●今の生活を「楽しむ」ことが、将来も「楽し
む」ことにつながる。

小括

生きがいのある生活をつくる

高等学校・
高等部本科
（３年）

専攻科（２年）

福祉型専攻科
（２年）

福祉型大学
（自立訓練２年＋就労移行２年）

多様な試み
がはじまっ
ている

16歳 18歳 20歳…

障害があるからこそ、ゆるやかな発達。一人一人でも姿
が異なるなかで、年齢だけを尺度にしていいのか？

教育は18歳でおしまい？



ﾗｲﾌ
ｽﾃｰｼﾞ

教育的ニーズ
形態

（実際の姿）
学びの特徴

（生活・労働との関連）

青年期 教育年限延長
（タテへの権利）

高等部専攻科・高校専
攻科
福祉型専攻科
大学・短期大学・専門
学校等
福祉型大学（カレッジ
型）

・「仕事につなげる」学び
・「生活をつくる」学び
・仕事のある生活を見据える
・学びの継続
・学習成果の試行的実証（自
分さがし・自分くずしの自分
づくり）

成人期 生涯学習
（ヨコへの権利）

障害者青年学級
大学公開講座
オープン・カレッジ
カルチャースクール
福祉型専攻科を除い
た学びの作業所

・「仕事にいかす」学び
・「生活にいかす」学び
・仕事を軸とした生活を築く
・学びの拡充・学びの取り戻
し・学び直し（自分みがき）
・学びほぐし（by赤木和重）

ライフステージでのニーズ

≪移行期（18～24歳）の学習内容≫
・学校教育を通じて身に付けた資質・能力をさらに発
展させるための学習
・多様な生活体験、職業体験等を体系的に行う中で、
主体性を持って物事に取り組みやり遂げる力、コミュ
ニケーション能力や社会性などを伸ばし、その後就
業し自立した生活を送る基礎力を身に付けるための
学習

⇒「福祉型専攻科」「学びの作業所」など障害福祉サー
ビスの自立訓練事業等を活用した学びを想定した形。
学習内容も、専攻科づくり運動において共有してきた、
“子どもから大人へ”“学校から社会へ”の二重の移
行を支える「青年期教育」の意義と重なる

障害者の生涯学習推進の方策



●「生涯学習」を学校教育にも根付か
せることが大切（学校関係者・教育
行政の発想の転換を）

●「貧しい選択」ではなく「豊かな選択・
連携」へ（前例への固執から創出へ）

●社会効用を盾にした切り捨ての論理
に対して、人間が大切にされる豊か
な地域や社会の形成に

おわりに



障害者の生涯を通じた
多様な学習活動の充実について

文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支援推進室

令和元年10月



文部科学大臣表彰の実施 障害者の生涯学習支援活動を行う個人・団体を表彰 ※平成30年度、67件を表彰

障害者の多様な学習活動を総合的に支援

するための実践研究

学校から社会への移行期と、生涯の各ライフステージにおける効果的学習に係るプロ
グラム・実施体制等に関するモデル開発 ※自治体、大学、社福等２１団体に委託

生涯学習を通じた共生社会の実現に関す

る調査研究

生涯学習分野における合理的配慮や障害特性を踏まえた学びの場づくりについて調査
研究

共に学び、生きる

共生社会コンファレンス

学びの場の担い手の育成や各地域における学びの場の拡大を目指すコンファレンス
（全国６か所）の実施

「超福祉の学校」フォーラムの開催 障害者の生涯学習の普及啓発フォーラムを障害者の参加を得て開催

コーディネーター育成部会
社会教育と特別支援教育，障害者福祉等の分野をつなぐ人材に期待される役割，身に
付けるべき専門性，誰が担うことが適切か等の観点から研究

スペシャルサポート大使
障害の有無にかかわらず共に学び、生きる「共生社会」の実現に向けた啓発
※金澤翔子さん、横溝さやかさんなど当事者と、有森裕子さん、東ちづるさんなど支援者 計8名

１．取組趣旨 ①学校から社会への移行期の学びや交流の充実

３．令和元年度の取組

②生涯のライフステージを通じた学習活動の充実

平成26年 「障害者の権利に関する条約」の批准等

平成28年 「障害者差別解消法」の施行

平成29年度、当時の生涯学習政策局（現 総合教育政策局）に「障害者学習支援推
進室」を新設。教育・スポーツ・文化芸術に係る省内関係課と厚労省（障害福祉、
障害者雇用対策）と連携。

２．推進体制

都道府県、市区町村に「障害者学習支援担当」窓口の設置に努めることとする。

国

自
治
体

障害者の生涯を通じた学習活動の充実に向けた動き
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① 学校教育から卒業後における学びへの円滑な移行
・生涯学習とのつながりを見通す観点から見直された、特別支援学校高等部学習指導要領等に基づき、学校段階から卒業後を見通した教育を推進
・学校で作成する個別の教育支援計画に「生涯学習」を位置付けた上で、進路先の企業や福祉施設等へ適切に引き継ぎ、活用

② 多様な学びの場づくり
・学校から社会への移行期、各ライフステージに着目し、公民館等における講座、特別支援学校の同窓会組織が主催する学びの場、大学のオープンカレッジや公開講座等
の多様な学びの場づくりを推進し、地方公共団体を中心に学びの場に関する情報収集・提供を実施

③ 福祉，労働等の分野の取組と学びの連携の強化
・「基幹相談支援センター」（福祉）や「障害者就業・生活支援センター」（労働）との連携強化による学びに関する相談支援体制の充実
・「自立訓練」「就労移行支援」「就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）」「地域生活支援事業」等の障害福祉サービスを活用した学びの場づくりの推進

④ 障害者の生涯学習を推進するための基盤の整備
・障害に関する理解促進、障害者の学びの場づくりの担い手の育成、学びの場の拡大を図るため、国において、2019年度、全国6カ所で「共に学び、生きる共生社会
コンファレンス」を開催
・都道府県、市町村の教育振興基本計画や障害者計画への「障害者の生涯学習の推進」に関する目標や事業の位置付け促進

※ 国、地方公共団体、特別支援学校、大学、民間団体が役割分担、連携し、取組を推進
※ 国においては、成果指標を掲げて取組のフォローアップを行い、取組を着実に推進

障害者の生涯学習の推進方策について―誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会を目指して―（報告）

取り組むべき施策

学校卒業後の障害者が学ぶ場が十分でない

①障害者本人等の意識

「一緒に学習する友人，仲間がいない」 71.7％

「学ぼうとする障害者に対する社会の理解がない」 66.3％

「知りたいことを学ぶための場や学習プログラムが身近にある」 32.8％

②都道府県・市町村による障害者の生

涯学習を推進する上での課題

「体制の整備」 都道府県82.9％、市町村69.2％

「ニーズの把握」 都道府県62.9％、市町村70.3％

「事業・プログラムの開発」都道府県45.7％、市町村46.3％

③国や地方公共団体の施策のうち，

もっと力を入れる必要があると思うもの

「障害のある子どもの相談・支援体制や教育と，障害のある人への生涯学習の充実」

（48.1％）

現状と課題

○ 誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会の実現
○ 障害者の主体的な学びの重視、個性や得意分野を生かした社会参加の実現

目指す方向性

平成３０年２月に設置された「学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議」において、障害者の生涯学習の現状と課題の把握を行った上で、障害者の生涯学習
の推進に関する基本的な考え方や具体的な方策について報告書をとりまとめ、平成３１年３月公表。

（１）障害者をめぐる社会情勢の進展
●平成２６年 「障害者権利条約」の批准
●平成２９年 文部科学大臣メッセージ 「特別支援教育の生涯学習化に向けて」

（２）「共生社会」実現の必要性
●共生社会： これまで必ずしも十分に社会参加できる環境になかった障害者等が
積極的に参加・貢献することができる社会，誰もが相互に人格と個性を尊重し支え
合い，人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会
（H24中教審初中分科会報告）

●持続可能な開発目標 （SDGs） （H27国連サミットで採択）
「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し，生涯学習の機会を
促進する」

障害者の生涯学習推進の意義

3



（１）多様な学びの機会提供の促進
・多様な学習プログラム，実施形態のモデルの開発・普及
・放課後の学習に係る優良事例の収集・研究

（２）障害の特性を踏まえた学びの場づくり
・視覚障害者等の読書環境の整備推進
・生涯学習における先端技術の活用方策に関する研究

（３）学校教育段階からの将来を見据えた教育活動の充実
・特別支援学校高等部学習指導要領及び解説における生涯学習に関する主な
記載事項について周知

（４）学校卒業後の組織的な継続教育の検討
・障害福祉サービス等における学びに資する実態把握・分析，発信
・大学等における知的障害者等の学びの場づくりに関する実践的な研究

１．障害者の多様な学習活動の充実

・生涯学習における合理的配慮に関する研究の推進
・一般就労以外にも，ピアサポーターとして，あるいは障害者と共に
調査や研究を行うインクルーシブリサーチを通じたまちづくりへの
参画など多様な社会参加の在り方を提示

２．障害の有無にかかわらず共に学ぶ場づくり

・学校における「交流及び共同学習ガイド」(H31.3改訂)の活用促進，
「心のバリアフリーノート」の作成

・「超福祉の学校」（障害者参加型フォーラム）の実施

３．障害に関する理解促進

・「共に学び，生きる共生社会コンファレンス」の実施により，障害者の学びの場に携わる実践者同士の交流・学び合いを進め，担い手を育成
・社会教育，特別支援教育，障害福祉の制度や仕組み，人的リソース等を理解した中核的人材に期待される役割，身に付けるべき専門性等について研究
・社会教育士の活用方策についても具体的に検討
・社会教育主事講習や社会教育主事等の現職研修に「障害者の生涯学習支援」を位置づけ

４．障害者の学びの場づくりの担い手の育成

・個別の教育支援計画への「生涯学習」の位置づけや，同計画の適切な引継ぎの促進
・都道府県，市町村における，障害者の学びの場へのアクセスや情報保障，学びに関する相談支援体制の確保促進
・当面，以下の成果指標に基づき実態把握を行った上で継続的にフォローアップを実施

※ 成果指標は施策の進捗状況等を踏まえ，見直し
① 教育振興基本計画や障害者計画等に「障害者の生涯学習」に関する目標や事業を位置づけている都道府県・市町村の割合
② 障害者の学習機会に関する実態把握を行っている都道府県・市町村の割合
③ ホームページ等により，障害者の学習機会に関する情報提供を行う都道府県・市町村の割合
④ 生涯学習，教育，スポーツ，文化芸術，福祉，労働等の部局や関係機関・団体等による「障害者の生涯学習」に関する協議を行った都道府県・市町村の
割合

⑤ 生涯にわたる学習とのつながりを見通した教育を行うことについて，学校運営に関する方針や計画等に位置づけ，実施している特別支援学校の割合

○ 「学びの場や学習プログラムが身近にある」と感じる障害者本人の割合の向上

５．障害者の学びを推進するための基盤の整備

文部科学省 障害者の学びに関する当面の強化策 2019－2022（概要）

「学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議報告を受け、当面の強化策を策定。令和元年７月８日付けで地方公共団体等へ通知を発出。
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都道府県，市町村に期待される取組（概要）※学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議報告を踏まえ策定

・都道府県と市町村の連携による，地域における障害者の学びの場の
確保

・特別支援学校等における社会教育と連携した教育の推進に向けた，
都道府県教育委員会等による支援

・都道府県教育委員会等による，学校運営協議会等を活用した，特別
支援学校等と地域の連携・協働による社会教育施設をはじめとした地
域の様々な学習機会に関する情報の整理・共有の促進

・視覚障害者等の読書環境の整備推進

１．障害者の多様な学習活動の充実

・都道府県，市町村や公民館等の主催事業や講座等の合理的配
慮の観点からの見直し，障害の有無にかかわらず共に学ぶ場
の拡大

２．障害の有無にかかわらず共に学ぶ場づくり

・市町村の障害者学習支援担当の，市町村社会福祉協議会との
連携・協働による，地域における障害理解促進の取組推進

３．障害に関する理解促進

・都道府県，市町村の障害者学習支援担当や生涯学習・社会教育担当の職員等の，実践者同士の学びあいによる担い手の育成等を目指し
て全国6カ所で文部科学省が開催する「共に学び，生きる共生社会コンファレンス」への参加

・都道府県の障害者学習支援担当による，市町村の障害者学習支援担当を対象とした人材育成研修の実施

（１）都道府県，市町村における連携体制の構築，学びの場の確保

・市町村障害者学習支援担当の，庁内関係部局，外部の関係機関・団体等との連携による，域内の障害者の学びの場に関する情報収集
とホームページ等における情報提供

・都道府県と市町村の連携による，地域における障害者の学びの場の確保
・社会教育委員，公民館運営審議会，図書館協議会，博物館協議会等への特別支援教育・障害福祉関係者の参加促進
・市町村の（自立支援）協議会への，障害者学習支援担当や生涯学習・社会教育関係者の参加促進

（２）本人のニーズを踏まえた，学びに関する相談支援体制づくり
・市町村の障害者学習支援担当が，基幹相談支援センターや障害者就業・生活支援センター等と連携し，両センターで学びに関する相
談を受けた場合に学びの場までつなげる

（３）都道府県，市町村の教育振興基本計画等への位置づけ
・都道府県及び市町村が作成する教育振興基本計画や障害者計画，総合計画や生涯学習・社会教育の推進に関する計画等への，障害者
の生涯学習に関する目標や事業の位置づけ

５．障害者の学びを推進するための基盤の整備

４．障害者の学びの場づくりの担い手の育成
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○ 特別支援学校高等部学習指導要領等が改訂されたことを踏まえ、
学校教育段階から、生涯学習への意欲を高める指導・社会教育との連携を図った教育活動の推進

○ 生徒の進路先の企業や福祉施設等との連携も図りながら、卒業時に個別の教育支援計画を適切に
引き継いでいくこと（生涯学習への参画も含めて）

特別支援学校に期待される取組

⚫ 学校教育段階からの将来を見据えた教育活動の充実
（学習指導要領を踏まえた取組の推進）

⚫ 特別支援学校における卒業生のフォローアップ
⚫ 学校卒業後の組織的な継続教育の検討
⚫ 障害福祉サービスと連携した学びの場づくり
⚫ 大学における知的障害者等の学びの場づくり など

学校卒業後における障害者の学びの場づくりにおいて重要となる視点

各ライフステージにおいて
求められる学び、障害の特性
を踏まえた事項を配慮

＊ 教育振興基本計画や障害者計画等に「障害者の生涯学習」に関する目標や事業を位置付けている
都道府県・市町村の割合

＊ 生涯にわたる学習とのつながりを見通した教育を行うことについて、学校運営に関する方針や計画等に
位置付け、実施している特別支援学校の割合

＊ 障害者が参加して共に学ぶ生涯学習事業を実施した都道府県・市町村の割合

生涯学習の今後の進め方（成果指標として考えられる例：抜粋）

特別支援学校に期待される取組（障害者の生涯学習の推進方策について（報告）抜粋）
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２７百万円

・社会教育と特別支援教育・障害者福祉をつなぐ
コーディネーター人材育成・確保に向けたモデル
開発

・担い手育成と実践の拡大を
目指すブロック別コンファ
レンスの実施

・障害者参加型フォーラムの
実施 等

７３百万円

●学校卒業後の障害者が社会で自立して生きるために必要となる力を生涯にわた
り維持・開発・伸長するため、
（ア）学校から社会への移行期
（イ）生涯の各ライフステージ
における効果的な学習に係る具体的な学習プログラム（※１）や実施体制（※２）、
地域の生涯学習、教育、スポーツ、文化芸術、福祉、労働等の関係機関・団体
等との連携の在り方に関する研究を実施（１４箇所）

※１：学習プログラムの例
○学校卒業直後の者に対する、主体的に判断し行動する力などの
社会で自立して生きるための基盤となる力を育むプログラム

○生涯の各ライフステージにおいて必要となる、社会生活を自立して
送る上で必要となる知識やスキルの習得のためのプログラム

※２：実施体制の例
○障害者青年学級等の取組を行う公民館等の施設
○オープンカレッジや公開講座等を行う大学
○同窓会組織等が卒業生対象の取組を行う特別支援学校
○学習支援に取り組む企業、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、実行委員会・コンソーシアム等

学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業 （前年度予算額 ：106百万円）
2019年度予算額：105百万円

平成２６年の障害者権利条約の批准や平成２８年の障害者差別解消法の施行等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立して生きるた
めに必要となる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進することが急務。
このため、学校卒業後の障害者について、学校から社会への移行期や生涯の各ライフステージにおける効果的な学習に係る具体的な学習

プログラムや実施体制等に関する実証的な研究開発を行い、成果を全国に普及する。

（１）障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究

（３）人材育成のための研修会・フォーラムの開催等

趣 旨

事業内容

（２）生涯学習を通じた共生社会の実現に関する
調査研究

４百万円
障害者が一般的な学習活動に参加する

際の阻害要因や促進要因を踏まえ、生涯
学習分野における合理的配慮の在り方に
関する研究を実施。

成果や課題を共有

●上記においては、一元的かつ効果的な情報収集・提供・相談の機能
強化等に関する研究も実施
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令和元年度「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」
採択団体地域分布

・医療法人稲生会（北海道）

・秋田県教育委員会

・一般財団法人福祉教育支援協会（埼玉県）

・国立大学法人筑波技術大学（茨城県）

・町田市生涯学習センター（東京都）

・学校法人日本社会事業大学（東京都）

・NPO法人障がい児・者の学びを保障する会
（東京都）

・NPO法人ＰandＡ－Ｊ（東京都）

・千葉県教育委員会

・ＮＰＯ法人スマイルクラブ（千葉県）

・NPO法人学習障害児・者の教育と自立の保障をすすめる会
（愛知県）

・社会福祉法人一麦会（和歌山県）

・福岡市手をつなぐ育成会保護者会（福岡県）

・国立大学法人長崎大学（長崎県）

・特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ（広島県）

・特定非営利法人アズウィッシュ（大阪府）

・兵庫県教育委員会

・神戸大学大学院人間発達環境学研究科（兵庫県）

北海道・東北地方２件
関東地方１０件
東海・北陸地方１件
近畿地方４件
中国・四国地方２件
九州・沖縄地方２件
計２１件

・国立大学法人愛媛大学（愛媛県）

・株式会社ゆたかカレッジ（神奈川県）

・特定非営利法人ピープルデザイン研究所（神奈川県）
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都道
府県

(３件)

秋田県教育委員会 ※東北コンファレンス

【知的障害・肢体不自由】

千葉県教育委員会
【知的障害】

兵庫県教育委員会 ※近畿・中国コンファレンス

【視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・難病】

市町村

(１件)

町田市生涯学習センター（東京都）
【知的障害】

大学

(５件)

国立大学法人筑波技術大学（茨城県）
【視覚障害・聴覚障害】

学校法人日本社会事業大学（東京都）
【視覚障害・聴覚障害】

＊神戸大学大学院人間発達環境学研究科（兵庫県）

【知的障害】

＊国立大学法人愛媛大学（愛媛県）
【重度障害・重症心身障害】※四国・九州・沖縄コンファレンス

国立大学法人長崎大学（長崎県）
【発達障害・精神障害】

社福等

(３件)

医療法人稲生会（北海道） ※北海道コンファレンス

【肢体不自由・重度障害】

一般財団法人福祉教育支援協会（埼玉県）
【知的障害・精神障害】 ※関東甲信越コンファレンス

社会福祉法人一麦会（和歌山県）
【知的障害・発達障害・精神障害・肢体不自由】

ＮＰＯ

(７件)

＊NPO法人スマイルクラブ（千葉県）
【知的障害】

NPO法人障がい児・者の学びを保障する会（東京都）

【知的障害】

NPO法人ＰandＡ－Ｊ（東京都）
【知的障害・発達障害】

＊特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所（東京都）

【知的障害・発達障害・精神障害・肢体不自由】

NPO法人学習障害児・者の教育と自立の保障をすすめる会（愛知県）

【発達障害】 ※東海・北陸コンファレンス

＊特定非営利活動法人アズウィッシュ（大阪府）

【発達障害】

特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ（広島県）

【知的障害・発達障害】

保護者の
会(１件)

福岡市手をつなぐ育成会保護者会（福岡県）
【知的障害】

令和元年度「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」
採択団体実施主体別・障害種別取組一覧 （計２１団体） ＊＝令和元年度新規

企業

(１件)

＊株式会社ゆたかカレッジ（神奈川県）
【知的障害】
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令和２年度要求・要望額 161百万円
（前年度予算額 105百万円）

平成２６年の障害者権利条約の批准や平成２８年の障害者差別解消法の施行等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立して生きるために必要と
なる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進することが急務。
このため、学校卒業後の障害者について、効果的な学習に係る具体的な学習プログラム・実施体制等に関する実証研究や、障害者の学びの実態把握
のための調査研究、これらの成果を全国に普及するためのブロック別のコンファレンス等の取組を実施する。
併せて、文部科学省障害者活躍推進プラン（平成３１年）等の成果も受け、新たに関係機関のコンソーシアム形成による地域連携体制の構築を図る。

学校卒業後の障害者が社会で自立して生きるために必要となる力を生
涯にわたり維持・開発・伸長するため、学校から社会への移行期、生涯
の各ライフステージにおける効果的な学習について、具体的な学習プロ
グラム（※１）や実施体制（※２）に関する実践研究を実施（14箇所）

※１：学習プログラムの例
○学校卒業直後に行う、主体的に判断し行動する力などの社会で自立し
て生きるための基盤となる力を育むプログラム

※２：実施体制の例
○公民館等の施設を活用した障害者青年学級等の実施
○特別支援学校の同窓会組織等による卒業生対象の取組の実施

（１）障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究〔64百万円〕

・障害に関する社会全体の理解の向上や、担い手育成と実践の拡大
を目指すブロック別コンファレンスの実施
・障害者参加型フォーラムの実施
・社会教育と特別支援教育・障害者福祉をつなぐコーディネーター
人材育成・確保に向けた有識者会議の開催 等

（４）障害者の学びに関する普及・啓発や人材育成に向けた取組〔28百万円〕

趣 旨

事業内容

（３）生涯学習を通じた共生社会の実現に関する調査研究〔4百万円〕

・生涯学習分野における合理的配慮の在り方に関する研究
・生涯学習における先端技術の活用方策に関する調査研究

学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業

（２）地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究〔65百万円〕【新規】

①地域連携コンソーシアム形成モデルの構築（5箇所）
◆地方公共団体（社会教育施設を含む）を中心に、関係機関（大学等の高等教育機関、障害者雇用を行う企業等、障害者雇用に知見のある社会福
祉法人等や、生涯学習の機会を提供する民間団体等）が連携し、コンソーシアムを形成・運営（実行委員会を設置）する。
（主な研究事項）
・地域の実情を踏まえた、ターゲットとする障害者のニーズや講座内容・方法、必要な支援策
・大学での学びの成果として修了証（履修証明）の発行等を見据えた新たな学習プログラムの開発
・地域住民を巻き込んだボランティアの育成講座
・障害当事者と講座実施団体、自治体等の費用負担の在り方
・地域の障害者の学びの拠点としての障害者の学びに関する情報の収集・提供のためのシステム構築 等

②連絡協議会の開催
◆各コンソーシアムの取組が共有されるよう、コンソーシアム形成に取り組む自治体等で構成される連絡協議会を開催する。

これまでに開発した学習プログラム等の活用、横展開



例１ 障害者と日頃交流する機会が
ない参加者が、障害について理解
を深めるための、障害者本人によ
る学びの成果発表や、思いの表現
等の機会を設定

例２ 障害者の学びの場の担い手を
育成するための優れた実践事例の
発表や、ワークショップ等の実施

例３ 実践者のネットワーク構築に
資する、各テーマ（学びの場の類型、

障害種、実施主体等）ごとの分科会の
開催

共に学び、生きる共生社会コンファレンス＜令和元年度実施＞
～障害理解の促進、障害者の学びの場づくりの担い手の育成、学びの場の拡大に向けて～

平成26年の障害者権利条約の批准等を踏まえ、誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会の実現に向けて、
障害者の地域における学びの場を全国的に整備することが急務である。

そこで、障害者の生涯学習活動の関係者を集めた『共に学び、生きる共生社会コンファレンス』を全国ブロック別に開催し、
障害者本人による学びの成果発表等や、学びの場づくりに関する好事例の共有、障害者の生涯学習活動に関する研究協議等を行
うことで、障害のある者とない者の交流による障害理解の促進や、支援者同士の学び合いによる学びの場の担い手の育成、障害
者の学びの場の拡大を目指す。

○全国を６ブロックに分け、複数の都道府県
の域内関係者を対象として実施

（北海道、東北、関東甲信越、東海・北陸、近畿・
中国、四国・九州・沖縄ブロックの 6ブロック）

会議、協議会
関係者間で共有する問題
について協議すること

コンファレンス
（Conference）

○全国各地における障害理解の促進
○実践者同士の学び合いによる担い手の育成
○障害者の学びの場の拡大

目指す成果

趣旨

○100～200名程度を想定

○障害者本人、学びの支援者・関係者、障害者

の学びに関心のある人など

⇒都道府県・市町村職員（障害者学習支援担当、生涯
学習、教育、スポーツ、文化・芸術、福祉、労働等）、
社会教育主事、公民館・図書館・博物館職員、特別支
援学校等教職員、教職員経験者、障害者の学習支援実
践者（NPO等）、大学関係者、福祉サービス事業所職
員、社会福祉協議会職員等。

実施規模

参加者

コンファレンス実施イメージ

誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、
生きる共生社会の実現

実施例イメージ（文部科
学省主催「超福祉の学
校」平成30年11月）
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〈令和元年度実施〉共に学び、生きる共生社会コンファレンス実施団体一覧

No. 団体等名 事業名 テーマ 開催日・開催会場 概要

1
【北海道ブロック】
医療法人稲生会

ともに学ぶ共生社会を目指
して～社会教育の実践を通
じたコミュニティの可能性～

日程：令和2年2月22日（土）
会場：札幌市生涯学習センター

ちえりあ

○午前
全体会（シンポジウム等）
○午後
分科会（3分科会）
体験ブース等

2
【東北ブロック】
秋田県教育委員会

共に学び、生きる共生社会
コンファレンス 東北ブロック

日程：令和元年
12月5日（木）・6日（金）

会場：秋田県生涯学習センター

○1日目（午後）
全体会（講演、シンポジウム）
○2日目（午前）
分科会（3分科会）

3
【関東甲信越ブロック】
一般財団法人福祉教育支
援協会

共に学び、生きる共生社会
コンファレンス～障害理解の
促進、障害者の学びの場の
担い手の育成、学びの場の
拡大に向けて～

日程：令和2年2月14日（金）
会場：東京大学本郷キャンパス

○午前
全体会（リレートーク、シンポジウム等）
○午後
ワークショップ
分科会（6分科会）

4

【東海・北陸ブロック】
NPO法人学習障害児・者の
教育と自立の保障をすすめ
る会

障害者の学びの場づくり
フォーラム in 東海・北陸

日程：令和元年12月1日（日）
会場：愛知みずほ短期大学

○午前
全体会（成果発表、講演等）
○午後
分科会（5分科会）当事者参加型プログラム

5
【近畿・中国ブロック】
兵庫県教育委員会

共に学び、生きる共生社会
コンファレンス～障害理解の
促進、障害者の学びの場の
担い手の育成と障害者の学
びの場の拡大を目指して～

日程：令和2年1月31日（金）
会場：兵庫県民会館県民ホール

○午前
全体会（成果発表、シンポジウム）
○午後
ポスターセッション、分科会（4分科会）

6
【四国・九州・沖縄ブロック】
国立大学法人愛媛大学

○（まる）のつどい～共に考
えよう！障害理解の促進、
学びの場の担い手の育成、
学びの場づくり～

日時：令和元年12月21日（土）
会場：愛媛大学グリーンホール

○午前
全体会（成果発表、シンポジウム）
○午後
分科会（5分科会）
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「集いの場あゆみの生涯学習支援」

NPO法人 エス・アイ・エヌ

集いの場あゆみ 所長

副理事長 草羽 俊之



あゆみの概要 開設の経緯と沿革

2

１９９２（平成４） ７月 青年教室「こいこいクラブ」結成

２００３（平成１５） ９月

ＮＰＯ法人格を取得 （「NPO法人エス・アイ・エヌ」設立）
「知的障害者のための生涯学習」への取り組みを開始
（その他、視覚障害者の支援や清掃事業を
主とした就労継続支援B型事業所を2か所を運営）

２００４（平成１６） ６月
１０月

「3級ヘルパー養成研修講座」を開講（2005年9月まで）
「レッツ・オープンカレッジ」の大学との共同事業を実施
（翌年3月まで実施）

２０１１（平成２３） １０月
「自立を学びあう生涯学習講座」のモデル事業を開講
（翌年3月まで）

２０１５（平成２７） ７月
広島市地域活動支援センターⅡ型事業を活用した
「集いの場あゆみ」を設立

２０１６（平成２８） ９月
就労をしている知的障害者の生涯学習支援の場として
『集いの場あゆみ』の活動を本格的に実施し始める

『ＮＰＯ法人エス・アイ・エヌ』における生涯学習支援の展開



『生涯学習の取組』に至るまでの経過と背景

1992年7月、青年教室「こいこいクラブ」の設立

⚫ 学校卒業後に就労した人の「余暇活動の場」。

⚫ 「鯉」、「恋」、中身が「濃い」、みんな「来い」

⚫ 活動の特徴は、本人とサポーターが話し合い、当事者運営に
よる自己決定を大切にした取組。

当初は、行事中心の活動「ハイキング」「カープ観戦」

「ボウリング」「カラオケ」「一泊旅行」などの活動。

⚫ 更には、歌やダンスの会やスポーツを楽しむ会、ワープロを
使う学習会、運転免許取得に向けた学習会、料理教室など趣
味から学習までの領域へと発展。

⚫ 運営上の「財源不足」「サポーター確保の難しさ」「運営体
制が維持が困難」さが背景となり、約15年余の活動で休止
した。

生涯学習の前身となる取組みの一つでもあった。



『生涯学習の取組』に至るまでの経過と背景

NPO法人「エス・アイ・エヌ」の設立

（Support Independence Network）

２００３年９月「知的障害者のための生涯学習」の構想をし
、事業を効果的に進めていくために、大学との連携・協同を考
えた事業に取り組む。（他にも、視覚障害者の支援や清掃事業
を主とした就労継続支援B型事業所を２カ所運営）

⚫ 労働や生活での困り事や、よりよい人間関係をつくる学習を
通しての支援。

⚫ 文化・教養・趣味など個人のニーズに応じた生きがい支援。

⚫ 社会の情勢や制度・法律・防災・安全の知識の理解と障害者
の権利と人権についての意識作り。

⚫ 社会的教養と暮らしのルール、権利などの学習。

⚫ 休日に仲間と共に楽しめる活動と、生きがいのもてる活動の
支援。



『生涯学習の取組』に至るまでの経過と背景

「NPO法人エス・アイ・エヌによる取組」

⚫ 2004年6月～９月「３級ホームヘルパー養成研修講座」

の開講

知的障害者の就労自立に向けてのキャリアアップを目標

にしたヘルパー資格の取得の講座を開講し、訪問介護（ホ

ーム・ヘルプ）サービスや配食サービスなどを対象に、知

的障害者の新たな職域開拓と職場開発をめざす。

⚫ 2004年10月～2005年3月「レッツ・オープンカレッジ

ＩＮ広島国際大学」の協同事業。

NPO法人と大学との協同による知的障害者の生涯学習

講座の取組。講座内容は、自分の暮らしに役立てる法律や

制度などの「学びの講座」と、暮らしを豊かに楽しくする

「レッツ・エンジョイ・カルチャー講座」が行われた。



『生涯学習の取組』に至るまでの経過と背景

「NPO法人エス・アイ・エヌによる取組」

２０１１年１０月～２０１２年３月「生涯学習講座の開催」

～生活に役立つ知識と技術を学ぶ講座～

（１）「コンピューターの使い方」

（２）「自分の暮らしに生かす福祉制度」

（３）「余暇活動を楽しもう」

（４）「ビジネスマナー」

（５）「食と栄養」

（６）「経済生活について」

（７）「健康と医療」

（８）「自立をしたい」

＊社会福祉振興助成事業による助成金を活用して『講座の

開催とテキスト』を作成



生涯学習講座の実践から学んだこと

１ 学びへの期待と希望（能動的な学びへ）
学校卒業後の学びへの欲求は、自らの生活や仕事に裏打ちさ

れた社会に出て直面する問題や願いに対する学び。
２ 学びから学び合いへ

職場、年齢、地域、経験も違う参加者がグループワークを通
して、お互いが学び合い、共に考えていく過程の大切さ。
３ 学びを生かす相談支援の大切さ

講座による学びを生かして、夢や希望を実現したり、困り事
や心配事を共に解決したりする相談者として次につなぐ責任。
４ 就労や生活の変化に対応できる継続的な学び

学びを通しての関心や意識の高まりを大切にして、科学の進
歩、年齢、就労・生活の変化に対応できる力を付けるために学
び続けることの大切さ。
５ 楽しさや潤いの時間を感じることも学び

生活の中で、リフレッシュができる楽しみの場としての活動
や集団が必要。



生涯学習講座の取組を発展させるために

地域での活動として普及していくこと、そのための方
法も明らかにすることも大切だと考えた。つまり、どの
地域でも実践可能な学習プログラムを作成し、障害者福
祉サービスを活用した事業として取り組むことが課題で
ある。

《具体的な課題》
① 参加者が期間限定ではなく、継続的に利用できる。
② 参加者が参加しやすい活動時間が確保されている。
③ 参加者の学習ニーズに応じたプログラムの準備。
④ 参加者の学習を生かすために、社会福祉サービスな

どの支援に結びつける相談活動。
⑤ 余暇活動としての行事や趣味や生きがいにつながる

文化活動も取り入れる。



生涯学習支援の事業化

「NPO法人エス・アイ・エヌ」は、

 生涯学習の拠点づくりと実践（取組）をしながら、利用者
が必要としていることを研究できる事業として、2015年
7月、広島市の地域活動支援センターⅡ型事業を活用した
「集いの場あゆみ」を設立した。

 現在の、就労している知的障害者の生涯学習支援の場とし
て本格的な活動を開始したのは、2016年9月からである。

広島市地域活動支援センターⅡ型事業とは

この広島市の制度は、事業目的を「機能訓練、社会適応
訓練等、自立と生きがいを高めるための事業」としており、
生涯学習の内容と共通する部分が多くある。利用人数や利用
日数は上限設定のみで、開催の曜日には制約がないため生涯
学習支援には適していると考えた。



「集いの場のあゆみ」の利用者
 利用登録者数は３２人

 職員数：平均２．５人／１日 ＋ボランティアによる支援

 月の平均延べ利用者数は１３０～１４０人前後

 男性 ２２人、女性１０人

 一般就労は２４人、就労継続支援などの事業所は５人、

その他が３人

 利用者の年齢構成は、３０歳未満は１６人、３０歳代は８人
、４０歳代は８人

 生活について、家族との生活２５人、グループホーム利用者
４人、一人暮らし３人

 利用者の家族への支援が必要であったり、経済的に困窮なケ
ースもある。

 障害の状況は全員が療育手帳の保持者であるが、精神保健福
祉手帳の保持者や発達障害の診断を受けている人もいる。



「集いの場あゆみ」の実践
《活動の形態や計画の立て方》

集いの場あゆみは、月～金曜日（以下ウィークデイ利用
とする）と土・日曜日の利用では活動内容が異なる。

⚫ 土曜日、日曜日（月／４回程度）は、講座形式の学習や文化活動
、行事的な活動が主な内容となる。講座の内容は生活ニーズに即
した内容や希望に沿って構成し、講座の参加は１５～１８人程度
である。

⚫ ウィークデイ（月曜日から金曜日）が休日の利用者は、１日平均
で２～６人である。活動内容は利用者の希望やイベント情報など
から活動メニューを考える。

《施設と立地（地域性）》
施設は、ビルの１階のテナントと４階の居室の２カ所を借りてお

り、講座は、１階か近くの公共施設を借りて活動している。ウィー
クデイや少人数の活動は４階の２DKの居室で活動を行っている。
活動内容によって併用している。
・広島市の中心部、市役所、平和公園、が徒歩圏内。
・地域の社会資源 体育館、スポーツ施設、図書館、飲食店、公設

市場、スーパーなどが徒歩圏内。



「集いの場あゆみ」 広島市中区住吉町１０－２
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平日（10:00～15:00） 土・日曜日（10:00～15:00）

（一例）

月：スポーツ（体育館）／談話
火：調理（わが家食堂）／ゲーム
水：アート制作／カラオケ
木：買い物／ランチ
金：外出

（美術館や映画鑑賞等）

◆学びの講座
・健康生活 ・食生活
・経済生活 ・福祉サービス

◆文化的な講座
・音楽 ・ダンス ・ヨガ
・スポーツ ・カープ紙芝居

◆行事
・お花見 ・夏祭り
・クリスマス会 等

※外出は利用者の希望、メンバー、イベント情報などを参考にして

計画を立てる。

※平日の活動内容は利用者の状況や希望を参考にして計画を立てる。

あゆみの活動プログラム



生涯学習の実践（土・日曜日）

○学びの講座
・健康生活・・看護師さんのチームが講師として、季節の変

わり目や日常の健康管理、心のケア、生活習慣病の予防。
・食生活・・バランスの良い食事の取り方、食と栄養の知識

、食材・食品の選び方、実践的な調理実習。
・障害者福祉サービス・・サービスの種類や制度の知識、就

労や生活の支援、相談支援。
・経済生活・・生活に必要なお金、金銭管理の方法、消費者

生活
○文化的な講座
・音楽（月/１回）・・歌唱や様々な表現活動をのペースで行
っている。コンサートやゆいポートの発表会にも参加。

・ダンス（月/１回） ・・リズミカルな楽しいダンス
・ヨガ（隔月/１回） ・・自分の心と向き合い体も心もほぐす
○行事・・お花見、夏祭り、クリスマス会、新年会、

外出（城公園、水族館、ハイキングなど）



生涯学習の実践（ウィークデイ）

○ グループ活動や個別活動
毎月のアート制作や絵手紙を描く「アートクラブ」、昼食の

手作り料理をする「わが家食堂」、カラオケを楽しむ「カラオ
ケカフェ」、体育館でバドミントンやミニテニス等を楽しむ。
「スポーツ」カードゲームやテレビゲームを楽しむ「ゲーム

グループ」などがある。個別活動ではパソコン、手芸や物つく
り、読書などがある。
○ 文化活動や行事
美術展鑑賞、映画鑑賞、展示会、ランチ、社会的施設（郷土

資料館、健康科学館、気象天文館、プラネタリウム、動物園、
植物園など）、イベントへの参加などがある。
○ 個別のトーク（相談）
トークは生活から就労までの幅広い困り事や悩み相談である

。内容は、生活情報や諸手続の対応方法、障害年金、実務的な
支援から、医療・福祉サービスや就労支援などの相談があり、
関係機関とのケース会議に至る場合もある。



生涯学習支援の実践を通してわかったこと

１ 生活に根ざした要求に裏打ちされていることが、学び
への要求の強さを感じる。

２ 生活や就労の場で活用できる支援の大切さ。

３ 集団の中で学びあう姿が印象的で、お互いの経験を伝
え合い、学び合う姿勢を感じる。

４ 学校から社会人を通して学んできたこと、身に付けて
きたことを活かして自分の趣味や生きがいにつなげる大
切さ。

５ 本人の話に丁寧に耳を傾け、聞き取り、内実や隠され
たニーズをくみ取った相談活動が意思決定や選択につな
がる。

６ 仲間の生き方に関心をもち、集団でしかできない活動
や仲間といる楽しさを感じる生活の大切さ。



１ 「安定した継続運営」

生涯学習支援を障害者福祉サービス事業で行うことは、継
続的な支援と「安定した運営」が可能になり、「利用者を支
える拠点として確立」することができた。

２ 「学びへの要求と主体性」

本人が生活に裏打ちされた問題意識に、学びの必要性を感
じて、学ぼうとする意欲や主体性を引き出している。

集団の中でお互いの経験を学びあう姿が印象的である。

特にウィークデイの取組では、生活での困り事や不便さを
、本人と支援者が一緒に解決する経験を通して、学びへの意
欲や自らが実行する主体性へとつながっている。すなわち、
学びからの実践につながっている。

「集いの場あゆみ」の現在の到達点

～実践・研究・事業を通して～



３ 「仲間や生きがいとの出会い」

生涯学習支援が、個の志向を大切にする活動へと取り組まれている
。利用者の４０％は３５歳以上である。人生の楽しみ方や生きがい作
りを大切にした活動は、年相応のその人の持ち味や自分らしさを引き
出す。さらに共感できる友達との出会いにもなっている。つまり、「
人生を豊かに生きる」の支援にもつながる意味を感じる。

４ 「活動の広がりを支える講師や社会資源の活用と参加」

生涯学習講座を支えるのは、専門的な講師陣のネットワークである
。その道のプロの講師が障害に配慮した教材や支援を行ってくれる。
また、講師のアプローチにより活動領域も拡大している。

「集いの場あゆみ」の地域にある男女共同参画推進センター（ゆい
ぽーと）の交流会参加、アートルネッサンスへの出展、コンサート出
演、また、他の余暇活動グループとの共演など、市民活動への参加も
広がっている。近隣の社会資源である「体育館」「ゆいぽーと」「大
学」「公共施設」の利用も立地の強みとなっている。

「集いの場あゆみ」の現在の到達点

～実践・研究・事業を通して～



５ 「相談から解決まで他機関との連携した支援」

利用者には生活から就労までの幅広い困り事や悩み相談がある。内容
は生活情報や諸手続の対応方法、障害年金の手続き、障害者福祉サービ
ス利用の相談から行政手続きに関する実務的な援助に至る場合もある。
実際に生活での困り事や不便さを本人と支援者が一緒に解決する経験が
学びにつながっている。そして、本人が支援を受けている機関や団体と
も連携をとり、支援が行き届く橋渡しもしている。連携先は、広島市、
特別支援学校、移動支援事業所、ヘルパースティション、相談支援機関
、就業・生活支援センター、グループホーム、就労支援施設、企業、成
年後見人、などである。

６ 「生活や就労の場で活用できる学習プログラム」

本人が職場や生活場面で活用できる知識やスキルを学べる内容が大切
となる。実際に困っている内容に即して、支援を必要としている場所で
活用できるような知識やスキルを身に付けるためには、その都度、就労
や生活の中で起きる様々な問題やニーズの把握をして、解決に導く学び
のプログラムの作成が必要である。また、このプログラムを様々な地域
で活用できるように普及することも求められる。

「集いの場あゆみ」の現在の到達点

～実践・研究・事業を通して～



７ 地域社会とのつながり

集いの場あゆみの利用者の障害は、知的障害、自閉症スペクトラ
ムやLD、ADHD、アスペルガー、精神障害など様々である。学校を

卒業し就労を続ける中で、他者との関係によるトラブルや厳しい労
働環境が原因で、新たな疾病を発症したり、引きこもりなどの２次
障害につながる人もいる。

地域生活を送る上で、集団参加や社会的な関係を築く場や経験を
広げることが難しい人も多い。しかし、あゆみの仲間と共に活動し
てきた経験や、交流を深めた講座講師からのアプローチなどを支え
に、市民活動や社会的な場への参加に発展していく人もいる。

「共生社会」を考えるときに、その人にとっての障壁となるもの
を取り除くだけでなく、社会参加を一緒に乗り越える仲間や、少し
ずつ自信を付けて、信頼関係を築いた場から見守る支援の必要性を
感じる。

「集いの場あゆみ」は、そのような「わが家」としてありたい。

「集いの場あゆみ」の現在の到達点

～実践・研究・事業を通して～



「集いの場あゆみ」の運営上の課題

（現段階でまとめると）

《当面の課題》

⚫ 職員の確保（利用者の声を聞き取る力、持ち味を引き出すセ
ンス、柔軟な対応が可能な人）

⚫ 安定的な運営をするための利用者の若干増。

⚫ 利用者のニーズに応えるための活動内容のさらなる検討。

⚫ 利用者の支援に対する職員の力量アップのための研修機会や
事例検討を深める時間の確保。

⚫ 利用者の抱える問題の大きさ（職場での問題、生活上の問題
、所得保障の問題など）に対する対応と取組の実践的研究。

⚫ 利用者の就労・生活・学習ニーズに応じた、他の団体やグル
ープ、行政や様々な相談支援機関などとの連携や協力の効果
的な進め方。



障害者の生涯学習支援の学びとは

「集いの場あゆみ」の生涯学習支援を通してわかったことは、
講座での「学び」は、生活に必要な知識やスキルを暮らしにい
かす取組だけに留まらない。「学び」は楽しさや喜びを感じる
文化活動や日常の仲間との交流を通して、人との関係性を築く
ことまでも広く捉えることができる。

さらに年齢を重ねながら、生きる喜びと希望を見つけるため
の、生涯にわたる「学び」へ続くとも言える。言い換えれば、
人生を豊かにするために学びはあると言っても過言ではない。

人との出会いやつながりと、日常の様々な活動の経験の中に
も、自分らしさを表現できる。その積み重ねが学びとなり、生
活への希望や願いをもつ意欲や意思を奮い立たせている。

すなわち、その積み重ねる学びのすそ野の広さと奥行きの深
さが、人生や生きがいをつくる土台となるとも言える。

障害者の生涯学習支援の学びは、そのような意味をもつ取組
ではないだろうか。



あゆみの今を「まとめ」てみると

《現段階のまとめ》

生涯学習は、就労や生活の中で起きる様々な問題の解決に
導く学びの過程が、自己選択や自己決定の質を高め、仲間と
の活動に主体的に関わることが、楽しみや喜びを感じる生き
方作りに期待ができると感じている。

まとめてみると

生涯学習の場は、「人生に役に立つ学び」

生涯発達は、「人生を豊かに生きること」

個の持ち味や自分らしさが、「集団の中で輝くこと」

障害者の学びは「支援と人、社会や地域につながること」

生涯学習によって「年相応の生き方と喜びを感じること」

つまり、人生そのものが、生きること全てが学びである。



集いの場あゆみの活動 Ⅰ



集いの場あゆみの地域と社会資源

集いの場あゆみの活動 Ⅱ

季節
の
行事

文化活動

紙芝居

音 楽

ダンス

ヨ ガ

スポーツ

健康生活 講座

４階わが家

１階あゆみ

商店街
ゆいぽーと

体育館

美術館

食生活 講座
個別・グループ活動

美術館
展覧会



講座と余暇活動の日程と内容（2019年 4月～2020年3月） 

【講座・余暇活動の日程と内容】～生活に役立つ学びと余暇の楽しみ～（2019年4月 ～ 6月) 

日  程 講座・余暇活動 内  容 講師・その他 

4月7日（日） 

10時～15時 

行事：「お花見」 

場所：あゆみ近くの河川敷 

・まだ！見れるかな？ 

今年もお花見！！ 

＊お弁当、飲み物、付 

あゆみスタッフ 

4月14日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座 

「今年度のあゆみの活動」 

場所：あゆみ 

（午前）今年度の行事 

や講座の計画 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

 

 

4月21日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）歌唱、表現活動  

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

4月28日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「地域生活を支える

人・制度」 

場所：あゆみ 

（午前）自分マップ作り 

（午後）グループ活動 

広島国際大学 

西村いづみ 先生 

5月12日（日） 

行事：10時～15時 

行事「ボウリング」 ・ボウリングを楽しもう 

・昼食、得点発表、表彰 

あゆみスタッフ 

 

5月19日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

5月26日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ヨガを楽しもう」 

場所：あゆみ   

（午前）自分の心と向き 

合い、体も心もほぐれる  

（午後）グループ活動 

空の音 代表 

杉原リョウコ 先生 

6月2日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

6月15日（土） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所：ゆいぽーと研修室 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

真砂 圭太 先生 

6月16日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座 

「自立ついて考えよう」 

場所：あゆみ 

（午前）自立と支援の関

係について学ぼう 

（午後）グループ活動 

集いの場あゆみ 

所長 草羽 俊之 

 

6月23日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

 

講座 

「自分を守る健康生活Ⅰ」 

場所：あゆみ 

（午前）夏を乗り切る 

健康つくり、 

梅雨と暑さ対策 

（午後）グループ活動 

広島赤十字・原爆病院

訪問看護ステーション 

杉川由美子 先生 

柴原  恵 先生 

中村 友花 先生 

6月23日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：中区体育館 

（午前）体育館で軽スポ

ーツ(バドミントン等) 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

 

 

 



【講座・余暇活動の日程と内容】～生活に役立つ学びと余暇の楽しみ～（2019年7月 ～9月) 

 

日  程 講座・余暇活動 内  容 講師・その他 

7月7日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ヨガを楽しもう」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）自分の心と向き

合い、体も心もほぐれる  

（午後）グループ活動 

空の音 代表 

杉原リョウコ 先生 

7月14日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「就労と生活」 

場所：あゆみ 

（午前）就労と生活を支え 

るための支援について 

（午後）グループ活動 

広島市障害者就業・ 

生活支援センター  

所長 山元知寛 先生 

7月15日（月） 

行事：10時～15時 

 

行事「フットサルの試合の

見学・応援」 

場所：心身障害者 

福祉センター 

・あゆみの仲間のフット 

サル試合の見学や応援

をしよう 

 

あゆみスタッフ 

7月20日（土） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スポ

ーツ（バドミントン） 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

7月21日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

8月4日（日） 

行事：10時～15時 

行事「夏祭りの準備」 

場所：あゆみ 

・夏祭りの屋台の役割や

内容を決めて屋台の練習。 

あゆみスタッフ 

8月18日（日） 

行事：10時～15時 

 

行事「今年も、夏祭り!」 

場所：あゆみ 

（午前）屋台で食べよう 

お祭りワッショイ 

（午後）後片づけ 

あゆみスタッフ 

8月25日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

8月31日（土） 

講座：10時～12時 

活動；13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所：ゆいぽーとアトリエ 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

真砂 圭太 先生 

波多野省悟 先生 

9月1日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ヨガを楽しもう」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）自分の心と向き

合い、体も心もほぐれる 

（午後）グループ活動 

空の音 代表 

杉原リョウコ 先生 

9月8日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

9月14日（土） 

講座：10時～12時 

活動；13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所：ゆいぽーと研修室 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

真砂 圭太 先生 

波多野省悟 先生 

9月29日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

 

講座 

「自分を守る健康生活Ⅱ」 

場所：あゆみ 

（午前） 

「健康に毎日を過ごす」 

（午後）グループ活動 

広島赤十字・原爆病院

訪問看護ステーション 

杉川由美子 先生 

柴原 恵 先生 

中村友花 先生 



【講座・余暇活動の日程と内容】～生活に役立つ学びと余暇の楽しみ～（2019年10月～12月） 

日  程 講座・余暇活動 内  容 講師・その他 

10月6日（日） 

講演会： 

10時～12時 

活動：13時～15時 

「障害者の生涯学習支援

の講演会」 

場所：ゆいぽーと研修室 

（午前）講演会 

（午後） 

・ランチミーティング 

・あゆみの見学会 

鳥取短期大学 教授  

國本 真吾 先生 

文部科学省 主任 

井口啓太郎 先生 

10月13日（日） 

行事：10時～15時 

行事「秋スポーツ大会」 

場所：鷹野橋体育館 

・バドミントン、ソフト

バレーなど 

あゆみスタッフ 

10月14日（月） 

行事：10時～15時 

行事「秋の広島城散歩」 

場所：広島城と周辺 

・広島城とその周辺で 

お城見学を楽しもう 

あゆみスタッフ 

10月20日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

10月26日（土） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所：ゆいぽーとアトリエ 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

眞砂 圭太 先生 

波多野省吾 先生 

10月27日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「相談支援について」 

場所：あゆみ 

（午前）生活や就労の困り

事を相談しよう 

（午後）グループ活動 

中区基幹相談支援セン

ター相談員 

池上 清 先生 

11月3日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

11月4日（月） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スポ 

ーツ（ソフトバレー等） 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

 

11月9日（土） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所:ゆいぽーと研修室 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

波多野省吾 先生 

11月10（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ヨガを楽しもう」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）自分の心と向き

合い、体も心もほぐれる  

（午後）グループ活動 

空の音 代表 

杉原リョウコ 先生 

11月17日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

 

講座「自分を守る 

健康生活Ⅲ」 

場所：あゆみ 

（午前）「冬の健康対策に

ついて」 

（午後）グループ活動 

広島赤十字・原爆病院

訪問看護ステーション 

杉川由美子 先生 

柴原  恵 先生 

中村 友花 先生 

12月1日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スポ

ーツ（バドミントン等）

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

 

12月8日（日） 

行事：10時～15時 

 

行事「令和新春コンサート 

リハーサル」 

場所：アステールプラザ 

（午前）昼食準備・昼食 

（午後）リハーサル 

 

演出家 

坂井 けい 先生 

音楽家 

上田 彩子 先生 



12月15日（日） 

行事：10時～15時 

行事「クリスマス会」 

場所：あゆみ 

・会場及び食事の準備 

・食事及びゲーム大会 

あゆみスタッフ 

12月21日（土） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所:ゆいぽーと音楽室 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

波多野省吾 先生 

眞砂 圭太 先生 

12月22日（日） 

行事：10時～15時 

 

行事「クリスマスミニコ

ンサート」 

場所:ゆいぽーと研修室 

（午前）ピアノ演奏鑑賞 

（午後）グループ活動 

音楽家 

上田 彩子 さん 

12月29日（日） 

行事：10時～15時 

 

行事「令和元年の納会」 

場所：あゆみ 

（午前）年越しそば作り 

（午後）食事会、 

今年のふりかえり 

あゆみスタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【講座・余暇活動の日程と内容】～生活に役立つ学びと余暇の楽しみ～（2020年1月～3月予定） 

日  程 講座・余暇活動 内  容 講師・その他 

1月5日（日） 

・10時～12時 

練習・準備 

・13時～15時  

コンサート出演 

行事 

「令和新春コンサート

2020」 

場所：アステールプラザ 

・コンサート出演 

第1部 合唱出演 

「365日の紙ひこうき」 

第２部 ミュージカル鑑賞 

演出家 

坂井 けい 先生 

音楽家 

上田 彩子 先生 

1月11日（土）  

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「のりのりダンス」 

場所：ゆいぽーと研修室 

（午前）ヒップホップ 

ダンスを楽しもう 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

波多野省吾 先生 

1月12日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「健康的な 

食生活を送ろうⅠ」 

場所： あゆみ 

（午前）「食と栄養」 

（午後）グループ活動 

広島女学院大学 

渡部佳美 先生 

 

1月13日（月） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

 

講座 

「４枚からの紙芝居作り」 

場所：あゆみ 

（午前）自分のシナリオ

で４枚以上の紙芝居を作

ろう。 

（午後）グループ活動 

光紙芝居村 代表 

末岡美由紀 先生 

1月19日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ヨガを楽しもう」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）自分の心と向き

合い、体も心もほぐれる 

（午後）グループ活動 

空の音 代表 

杉原リョウコ先生 

2月2日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井けい先生 

 

2月8日（土）  

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「ちょこっとダンス」 

場所：ゆいぽーとアトリエ 

（午前）ヒップホップ 

ダンス 

（午後）グループ活動 

ヒロザイルダンサー 

眞砂 圭太 先生 

波多野省吾 先生 

2月9日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「健康的な 

食生活を送ろうⅡ」 

場所： あゆみ 

（午前） 

バランスのとれた食事 

（午後）グループ活動 

広島女学院大学 

渡部 佳美 先生 

  

2月11日（火） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スー

ツ（ソフトバレー等） 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

2月16日（日） 

行事：10時～15時 

 

行事「ゆいぽーと発表会」 

場所:ゆいぽーと 

「ゆいぽーと発表会」 

ダンス発表・作品展示発表 

 

ヒロザイルダンサー 

眞砂圭太 先生 

波多野省吾先生 

3月20日（金） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スー

ツ（バドミントン等） 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

3月22日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「かるーくスポーツ」 

場所：鷹野橋体育館 

（午前）体育館で軽スー

ツ（ソフトバレー等） 

（午後）グループ活動 

あゆみスタッフ 

3月29日（日） 

講座：10時～12時 

活動：13時～15時 

講座「音楽と表現」 

場所：ゆいぽーと音楽室 

（午前）楽しい歌唱、 

豊かな表現活動 

（午後）グループ活動 

演出家 

坂井 けい 先生 

 

＊3月の講座は新型コロナウィルスの関係で一部活動を中止しました。（2020年3月1日現在） 



 

 

 

 

 

 

 

テキストと支援の手引き 

講座のテキストは、各講師が専門性を生かして参加者が分かりやすいように

漢字にルビを付けたり、絵や写真の視覚支援を取り入れたりして作成しました。

特に、ワークシートなどを活用した学習は、参加者自身が考えながら記入する

ときに役立ちます。 

そして、学習に楽しく参加できるように体を動かしたり、動画や写真・絵な

ど視覚支援の活用をしたりして参加者の関心や意欲を引き出す工夫もあります。 

また、ロールプレイを通して場面を想定した演習や、小集団に分かれてのグ

ループワークによる学びあいの取り組みもあります。 

 今回、紹介するテキストは講座で活用したものを、さらに検討を加えて作成

したものです。講座の講師は、知的障害や発達障害のある人を対象にした福祉

現場の支援者や、大学で障害福祉等の指導をしている教員が作成をしています。 

テキストを使用する方法を分かりやすく解説した指導者用の「支援の手引き」

も掲載しています。支援の手引きを活用してテキストに沿った学習を行うこと

も可能です。 

 各地域で知的障害や発達障害の人達が、自分らしく豊かに生きるための実践

をする学びの機会をつくる一助として、これらのテキストが活用されることを

願っています。 

テキストの構成は「テキスト」と「支援の手引き」がセットになっています。 

支援の手引きの内容は次の通りです。 

１の『学んでほしいこと』では、参加者に講座の趣旨や学んでほしい内容（目

的）が書いてあります。 

２の『学びのポイント』では、テキストの流れに沿って、参加者に理解や獲

得してほしい内容が書いてあります。 

３の『支援のポイントとテキストの活用方法』(SP=Support Point)では、講師や

支援者が行う効果的な支援の手立てや留意点が書いてあります。 

４の『資料の紹介』では、テキストや手引書を作成するにあたって参考にし

た図書や文献・資料、ホームページなどの出典が掲載してあります。さらにテ

キストの活用や支援の方法を広げたり、深めたりするときの参考になります。   

５の『講師の感想』では、講師が講座を通して、参加者の学びの様子や反応

などから感じた思いや、生涯学習講座の意義などが書いてあります。 

テキストと支援の手引き 



生活
せいかつ

に役立つ
やくだ   

知識
ちしき

と技術
ぎじゅつ

の学び
まな  

の講座
こうざ

 

 

 

 

『自立
じ りつ

について考えよう
かんが

』 

～就労
しゅうろう

と生活
せいかつ

の学び
まな

の支援
し えん

について～ 

 

 
 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

集い
つど 

の場あゆみ
ば

 

所長
しょちょう

 草羽
くさ ば

俊之
とし ゆき

 

 



最初
さいしょ

にテキストの構成
こうせい

です。 

このテキストは「自立
じ り つ

について考えよう
かんが

」をテーマ
て ー ま

に、「自立
じ り つ

と支援
し えん

」をキーワード
き ー わ ー ど

にし

て、４つの内容
ないよう

で学べる
まな

ようにつくりました。 

（１）自立
じ り つ

をするために知って
し

おきたい３つのこと 

（２）自立
じ り つ

を支えて
ささ

くれる３つの場
ば

 

（３）自立
じ り つ

を支えて
ささ

くれる支援
しえん

  

（４）自立
じ り つ

をするための学び
まな

の意味
い み

  

などについて、一緒
いっしょ

に考えて
かんが

いきます。 

これから始まる
はじ

４つの講座
こうざ

は、就労
しゅうろう

や生活
せいかつ

支援
しえん

の専門家
せんもんか

、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

制度
せいど

の専門家
せんもんか

、相談
そうだん

支援
しえん

の専門家
せんもんか

の皆さん
みな

にも協 力
きょうりょく

していただき、他
ほか

の講座
こうざ

でも「自立
じりつ

と支援
しえん

」について学んだ
まな

ことを参考
さんこう

にしていただけるようになっています。 

 

最初
さいしょ

は「自立
じ り つ

」について学びあいましょう
まな

。 

今日
きょう

は、皆さん
みな

の暮らし
く

の中
なか

から「自立
じ り つ

」について考えて
かんが

みたいと思います
おも

。 

皆さん
みな

の中
なか

には一人暮らし
ひとり ぐ

をしている人
ひと

もいますね。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で暮らして
く

いる人
ひと

もい

ますね。こういった暮らし
く

の中
なか

に自立
じ り つ

を考える
かんが

ヒント
ひ ん と

があると思います
おも

。 

例えば
たと

、暮らし
く

（自立
じりつ

生活
せいかつ

）には、お金
  かね

やもの、生活
せいかつ

をするために必要
ひつよう

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を

学んだり
まな

、身
み

に付けたり
つ

すること、就労
しゅうろう

や生活
せいかつ

を支援
し え ん

してくれる人
ひと

も必要
ひつよう

になりますね。  

 

  

 

 

 

 



一人暮らし
ひとり ぐ

をしているＡさん、Ｂさん、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で生活
せいかつ

するＣさん兄弟
きょうだい

、Ｄさんの

自立
じ り つ

生活
せいかつ

（暮らし
く

）についてお話
 はなし

を聞く
き

ことにしましょう。 

 

★ 最初
さいしょ

に、ＡさんとＢさんの自立
じ り つ

生活
せいかつ

の発表
はっぴょう

です。 

 

○ 一人暮らし
ひとり ぐ

のＡさんの場合
ばあい

  

僕
ぼく

は 19歳
さい

から一人暮らし
ひとり ぐ

をしています。サ ー ビ ス 業
 さ ー  び  す  ぎょう

で働いて
はたら

いますが、給料
きゅうりょう

だけ

では一人暮らし
ひとり ぐ

は、生活費
せいかつひ

が苦しかった
くる

ので、相談
そうだん

支援員
しえんいん

さんと話して
はな

、障害
しょうがい

基礎
きそ

年金
ねんきん

をと

る手続き
て つづ

をしました。食事
しょくじ

は、ご飯
  はん

は炊く
た

こともありますが、総菜
そうざい

を買ったり
か

、弁当
べんとう

ですまし

たりしていました。食費
しょくひ

はけっこうお金
  かね

がかかりました。掃除
そうじ

や整理
せいり

・整頓
せいとん

は苦手
にがて

で、部屋
へや

も

狭い
せま

ので片付けよう
かたづ

がありませんでした。あゆみの職員
しょくいん

さんと相談
そうだん

して、家事
か じ

支援
し え ん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）の支援員
しえんいん

さんに来て
き

もらってから少し
すこ

片付く
かたづ

ようになりました。また、

手作り
て づく

の食事
しょくじ

も食べる
た

ことができる日
ひ

もあります。洗濯
せんたく

のやり方
    かた

も教えて
おし

もらいました。食費
しょくひ

も自炊
じ す い

をした方
ほう

が安く
やす

なることが分かりました
わ

。でも、部屋
へ や

が狭い
せま

ことや家賃
や ち ん

が高い
たか

ので、市営
しえい

住宅
じゅうたく

の希望
き ぼ う

を申請
しんせい

しています。また、僕
ぼく

は親
おや

が亡くなった
な

ので、後見人
こうけんにん

（保
ほ

佐
さ

）さんにお金
  かね

の

管理
かんり

をお願い
 ねが

してあります。毎週
まいしゅう

、必要
ひつよう

な生活費
せいかつひ

だけもらうようにしています。少し前
すこ  まえ

にけ

がをして入院
にゅういん

もしたので医療費
いりょうひ

がかかってしまい、給料
きゅうりょう

が減って
へ

、お金
  かね

にかなり困った
こま

の

で、やはり貯金
ちょきん

が必要
ひつよう

です。今
いま

は無駄
む だ

なお金
  かね

を使わない
つか

ようにアドバイス
あ ど ば い す

をもらっているので

きりつめながら生活
せいかつ

をしています。でも、好き
す

な趣味
し ゅ み

（ガンプラ
が ん ぷ ら

）や遊び
あそ

（カラオケ
か ら お け

、映画
え い が

）

に遣える
つか

お金
  かね

が欲しい
ほ

と思います
おも

。 

 

○ 一人暮らし
ひとり ぐ

のＢさんの場合
ば あ い

 

僕
ぼく

はもう長い間
なが あいだ

一人暮らし
ひとり ぐ

をしてきました。若い
わか

頃
ころ

は給料
きゅうりょう

（18万円
まんえん

くらい）もけっこう

あって、普通
ふ つ う

のアパート
あ ぱ ー と

で暮らして
く

いました。家賃
やちん

、光熱費
こうねつひ

、食費
しょくひ

、交際費
こうさいひ

なんかの生活費
せいかつひ

を



まかなって、貯金
ちょきん

もすることができました。体調
たいちょう

を崩し
くず

、仕事
しごと

も辞めて
や

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

Ｂ型
  がた

の

事業所
じぎょうしょ

に行きました
い

。賃金
ちんぎん

も下がり
さ

、医療費
いりょうひ

もかかったりして、生活
せいかつ

が苦しく
くる

なりました。

相談員
そうだんいん

さんと話して
はな

障害
しょうがい

基礎
 きそ

年金
ねんきん

の申請
しんせい

したり、自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

の制度
せいど

もつかったりしました

が、それでも生活
せいかつ

が苦しい
くる

ので、生活
せいかつ

保護
ほ ご

も利用
りよう

していました。それからしばらくたって、や

っぱり就 職
しゅうしょく

をしたい気持ち
き も

があり就労
しゅうろう

支援員
しえんいん

さんに就職
しゅうしょく

の手伝い
て つだ

をしてもらいながら、

再 就 職
さいしゅうしょく

ができました。でも、給 料
きゅうりょう

は以前
いぜん

より少ない
すく

ので、無理
むり

のない範囲
はんい

で知り合い
し   あ

のと

ころでアルバイト
あ る ば い と

をしています。いつも相談
そうだん

をしている人
ひと

に助けて
たす

もらって、家賃
や ち ん

をうかすた

めに市営
し え い

アパートに変わりました
か

。部屋
へ や

が増えたり
ふ

、広く
ひろ

なったりしたので片付
か た づ

けがしやすく

なりました。ですが、市営
し え い

アパート
あ ぱ ー と

は町内会
ちょうないかい

や近所付き合い
きんじょ つ   あ

、ごみ出し
    だ

のルール
る ー る

など、なれ

ないことも多くて
おお

大変
たいへん

でしたが、そのたびごとに相談
そうだん

をしてなんとかのりきっています。

生活費
せいかつひ

をうかしたり、無駄
む だ

な物
もの

は買わない
か

ようにしたりして、なんとか、少し
すこ

ずつですが貯金
ちょきん

もできるようになりました。 

今
いま

は、まだ健康
けんこう

に不安
ふ あ ん

があるので、仕事
し ご と

が安定
あんてい

してできるように相談
そうだん

や就 労
しゅうろう

支援
し え ん

に入って
はい

も

らっています。それから、趣味
しゅみ

でやっているフットサル
ふ っ と さ る

やダンス
だ ん す

などでリフレッシュ
り ふ れ っ し ゅ

するのに

いいですが、人
ひと

とのトラブル
と ら ぶ る

もあるので、それも少なく
すく

していきたいと思って
おも

います。 

                                 《発表
はっぴょう

は以上
いじょう

》 

 

お二人
  ふたり

のお話
  はなし

を聞く
き

と、「衣
い

・食
しょく

・住
じゅう

」についての内容
ないよう

がよく出て
で

きました。衣
い

は着る
き

服
ふく

ですね。食
しょく

は食べる
た

。住
じゅう

は住まい
す

（住居
じゅうきょ

）です。服
ふく

を買う
か

にも、食品
しょくひん

を買う
かう

にも、住 居
じゅうきょ

で

暮らす
く

にも、お金
  かね

が必要
ひつよう

です。他
ほか

にも、生活
せいかつ

をしていくときには、お金
  かね

が必要
ひつよう

ですね。もち

ろん、お金
  かね

があって、衣食住
いしょくじゅう

がそろっていても、着た
き

服
ふく

は洗濯
せんたく

をしたり、食事
しょくじ

を作ったり
つく

、

暮らして
く

いる部屋
へ や

の掃除
そうじ

もしなければいけません。 

 では、自立
じ り つ

を考える
かんが

ときに知って
し

おいてほしいこと3つお話
 はなし

をします。2人
り

の発 表
はっぴょう

を思い
おも

 

出しながら
だ

、考えて
かんが

くださいね。 



１．自立
じ り つ

を考える
かんが

ときに知って
し

おきたい「３つのこと」 

（１）お金
  かね

・・「経済的
けいざいてき

自立
じ り つ

」 

生活
せいかつ

をするためには『お金
 かね

』が必要
ひつよう

です。その方法
ほうほう

として。 

 ①
１

就 労
しゅうろう

して、賃金
ちんぎん

を得る
え

こと。 

 ②障害
しょうがい

基礎
 きそ

年金
ねんきん

を受ける
う

こと。 

 ③お金
  かね

がなかったり、働いて
はたら

いても収 入
しゅうにゅう

が少なかったり
すく

して生活
せいかつ

が苦しく
くる

、最低
さいてい

限度
げんど

の

生活
せいかつ

が出来ない
で き

場合
ばあい

には生活
 せいかつ

保護
ほ ご

の制度
せいど

も使う
つか

こと。  

 

 

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なお金
  かね

を得る
え

には 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活
せいかつ

のためには、お金
  かね

が必要
ひつよう

 

健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な生活
せいかつ

を送る
おく

ことができること 

働いて
はたら

給料
きゅうりょう

を得る
え

 

手続き
てつづき

の書類
しょるい

や診断書
しんだんしょ

を出して
だ

審査
しんさ

が通ったら
とお

でます。 

障 害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

の申請
しんせい

をする 

手続き
てつづき

の書類
しょるい

を出して
だ

審査
しんさ

が

通ったら
とお

でます。 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の申請
しんせい

をする 



★ここから私
わたし

の登場
とうじょう

です★ 

ＡさんとＢさんのお話
 はなし

と知って
し

おきたい3つの自立
じ り つ

生活
せいかつ

のお話
 はなし

を聞いて
き

、学んだ
まな

ポイント
ぽ い ん と

を整理
せ い り

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家事
か じ

・・「身
み

の回り
まわ

の生活
せいかつ

の自立
じ り つ

」 

毎日
まいにち

の生活
せいかつ

を送る
おく

ためには、家事
か じ

をしなければいけません。食事
しょくじ

を作ったり
つく

、衣服
い ふ く

を洗濯
せんたく

し

たり、部屋
へ や

の掃除
そうじ

もしなければいけません。また、食 品
しょくひん

から日用品
にちようひん

、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なものの買物
かいもの

もあります。 

つまり、家事
か じ

には、主
おも

なものとして① 料理
りょうり

 ② 洗濯
せんたく

 ③ 掃除
そうじ

 ④ 買物
かいもの

があります。  

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な「家事
か じ

」をすること 

 

☆学び
まな

のＰoint 

・二人
ふたり

とも給 料
きゅうりょう

だけでは生活
せいかつ

ができないので、障害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

の申請
しんせい

をして受給
じゅきゅう

し

ていましたね。Ｂさんは、さらにアルバイト
あ る ば い と

もしているようですね。 

・体調
たいちょう

を崩したり
くず

、お金
  かね

に困って
こま

いたりしたときに、生活
せいかつ

保護
 ほご

の制度
せいど

を上手
じょうず

に使う
つか

の

も方法
ほうほう

みたいですね。 

・貯金
ちょきん

ができるように、節約
せつやく

をして生活
せいかつ

をしていますね。 

・健康的
けんこうてき

に働けない
はたら

と医療費
いりょうひ

や給 料
きゅうりょう

や就労
しゅうろう

にも影響
えいきょう

するようですね 

・Ａさんは、成年
せいねん

後見人
こうけんにん

（保
ほ

佐
さ

人
にん

）の制度
せいど

を利用
りよう

して金銭
きんせん

管理
かんり

をおねがいしているよ

うですね。 

・市営
し え い

アパートは家賃
や ち ん

が安い
やす

ので、家計
か け い

にもよさそうですね。 

・家事支援のおかげで自炊をする機会が増えれば食費も安くすみそうですね 

 

 

Ａさん、Ｂさんの話
はなし

から学んだ
まな

金銭
きんせん

管理
かんり

のことは・・ 



 

家事
か じ

はけっこう大変
たいへん

です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大人
おとな

として生きる
い

「心
こころ

のもちかた」・・・「精神的
せいしんてき

な自立
じりつ

」 

大人
お と な

として社会
しゃかい

で生きて
い

いくときに、取り組む
と    く

ときの気持ち
き も

のもちかた（心構え
こころがま

のような

もの）や自分
じぶん

の意思
い し

を出す
だ

ことや行動
こうどう

のとり方
    かた

などです。 

今
いま

から夕食
ゆうしょく

をつくって、洗濯物
せんたくもの

をいれて、掃除
そうじ

もしなきゃ、明日
あした

の

ゴミ出し
ごみ

は・・ 

どれからするか計画的
けいかくてき

に

しないといけないな～ 

☆学び
まな

のＰoint 

・Ａさんは、部屋
へ や

の掃除
そ う じ

や整理
せ い り

整頓
せいとん

が苦手
にがて

なために、家事
か じ

支援
し え ん

のヘルパー
へ る ぱ ー

さんに助けて
たす

もら

っていましたね。掃除
そ う じ

の仕方
し か た

や料理
りょうり

の作り方
つく  かた

も学んで
まな

いるようですね。 

・Ｂさんは、市営
し え い

アパート
あ ぱ ー と

にはいって、部屋
へ や

も広く
ひろ

なるので、整理
せ い り

整頓
せいとん

がしやすそうですね。 

・ 

 

 

 

 

Ａさん、Ｂさんの話
はなし

から学んだ
まな

掃除
そうじ

のことは・・ 



私
わたし

は次
つぎ

のようなことかなと思いました
おも

。皆さん
みな

はどう思います
おも

か。 

 ① 大人
お と な

としての行動
こうどう

や話し方
はな  かた

、考え方
かんが かた

ができること。 

 ② 集団
しゅうだん

生活
せいかつ

の中
なか

で、ルール
る ー る

を守り
まも

、人
ひと

とよりよい関係
かんけい

を作りながら
つく

仲間
なかま

と行
こう

動
どう

したりす

ること。 

③ 就 労
しゅうろう

や生活
せいかつ

のなかで、自分
じぶん

で「よりよい判断
はんだん

をしたり決めたりする
き

」こと。 

ただし、選択
せんたく

をしたり、決めたり
き

する場合
ばあい

は、他
ほか

の人との相談
そうだん

や、意見
い け ん

を聞く
き

ことも大切
たいせつ

です。 

心
こころ

のもちかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でも、まわりの意見
いけん

も

聞いて
き

、良い
よ

判断
はんだん

で決める
き

 

どちらの道
みち

に進んだら
すす

いい

か・・決める
き

のは自分
じぶん

 

職場
しょくば

では、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

や挨拶
あいさつ

、マナー
まなー

が

大切
たいせつ

ですね 

アドバイス
あどばいす

を聞こう
き

 

みんなで応援
おうえん

するから、力
ちから

を

合わせて
あ

がんばろう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自立
じ り つ

を支える
ささ

ためには、生活
せいかつ

を支える
ささ

「３つの場
ば

」について考えましょう
かんが

。 

最初
さいしょ

に、３つの自立
じりつ

について説明
せつめい

しました。こんどの「３つの場
ば

」はどのような場
ば

だと

思います
おも

か。 

 

ここでは、３つの自立
じ り つ

を支える
ささ

ための場
ば

について説明
せつめい

します。 

自立
じ り つ

に向けて
む

「くらしを支える
ささ

３つの場
ば

」が、大切
たいせつ

だと言われて
い

います。この３つの場
ば

と

は、「生活
せいかつ

の場
ば

」「働く
はたら

場
ば

」「余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

」です。余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

に「学び
まな

の場
ば

」も含まれます
ふく

。 

なぜ、大切
たいせつ

かと言う
い

と、次
つぎ

の絵
え

を見ながら
み

説明
せつめい

をします。 

☆学び
まな

のＰoint 

・Ａさんは、相談
そうだん

できる人
ひと

がたくさんできて、いろいろなアドバイス
あ ど ば い す

を積極的
せっきょくてき

に聞いて
き

受け入れて
う   い

いるようですね。 

・Ｂさんは、市営
し え い

アパート
あ ぱ ー と

にはいって、町内会
ちょうないかい

や近所付き合い
きんじょつ   あ

から地域
ち い き

で生活
せいかつ

をするた

めのルール
る ー る

やマナー
ま な ー

も学びながら
まな

奮闘中
ふんとうちゅう

のようですね。 

・就 労
しゅうろう

を続ける
つづ

ためには、特
とく

に人間
にんげん

関係
かんけい

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

で難しい
むずか

ところがあり

ますが、問題
もんだい

があると就労
しゅうろう

支援員
しえんいん

さんが職場
しょくば

の人
ひと

との間
あいだ

にはいってくれて、調整
ちょうせい

を

して解決
かいけつ

できるみたいですね。 

・自分
じ ぶ ん

で決める
き

ときに、相談
そうだん

できる身近
み ぢ か

な人
ひと

や支援
し え ん

をしてくれる人
ひと

がいることがいいみ

たいですね。 

・ 

 

 

 

 

 

 

Ａさん、Ｂさんの話
はなし

から学んだ
まな

人間
にんげん

関係
かんけい

のもち方
    かた

は・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「生活
せいかつ

の場
ば

」 

住んで
す

いる場所
ば し ょ

のことを言います
い

。そして、「生活
せいかつ

の場
ば

」は、食事
しょくじ

をして、お風呂
  ふろ

に入り
はい

、体
からだ

を休めて
やす

、ゆっくり睡眠
すいみん

をとることで、健康的
けんこうてき

な生活
せいかつ

をつくるための場
ば

です。「家族
か ぞ く

と暮らす
く

」

「一人暮らし
ひとり ぐ

」「グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で暮らす
く

」など、誰
だれ

と一緒
いっしょ

に、どのようなところで暮らす
く

か

を考えます。 

（２）「働く
はたら

場
ば

」は、企業
きぎょう

、作業所
さぎょうじょ

、就 労
しゅうろう

支援
し え ん

の場
ば

や働く
はたら

ために支援
しえん

を受けて
う

いる所
ところ

も含めて
ふく

日中
にっちゅう

活動
かつどう

のことを言います
い

。「働く
はたら

場
ば

」は、給 料
きゅうりょう

を稼いだり
かせ

、社会
しゃかい

に役立つ
やくだつ

やりがいを

感じたり
かん

する場
ば

です。そして、それぞれの働く
はたら

場
ば

などで相談
そうだん

にのってくれる人
ひと

や、支援
し え ん

をして

くれる人
ひと

がいるかも考えます
かんが

。 

（３）「余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

」は、休 日
きゅうじつ

や自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

に、楽しみ
たの

がもてるような場
ば

のことを言います
い

。

余暇
よ か

活動
かつどう

は、生活
せいかつ

の中
なか

で悩み
なや

や辛い
つら

ことがあっても、リフレッシュ
り ふ れ っ し ゅ

をして、気持ち
きも

を切り替える
き   かえ

ことができます。だれと、どのような活動
かつどう

をしているかを考えます
かんが

。また、自分
じぶん

が必要
ひつよう

だと思う
おも



ことを学んで
まな

、自分
じぶん

の意志
い し

でより良い
よ

判断
はんだん

をしたり、行動
こうどう

できたりできるようになるための

学び
まな

の場
ば

も余暇
よ か

活動
かつどう

に入ります
はい

。（学ぶ
まな

場
ば

を生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

とも言います
い

） 

 

では、説明
せつめい

のあった「暮らし
く

を支える
ささ

3つの場
ば

」について、ＣさんとＤさんのお話
 はなし

を聞いて
き

どのような場
ば

なのか考えて
かんが

みましょう。 

 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を利用
り よ う

している兄弟
きょうだい

の 弟
おとうと

Ｃさん 

僕
ぼく

は、両 親
りょうしん

が亡くなって
な

から兄
にい

ちゃんとグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を利用
り よ う

しています。働いて
はたら

いると

ころは就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

Ｂ型
  がた

の事業所
じぎょうしょ

です。事業所
じぎょうしょ

までの送迎
そうげい

があるし、仕事
しごと

の支援
しえん

をしてくれる

職 員
しょくいん

さんがいるので、安心
あんしん

して通って
かよ

います。だけど、工賃
こうちん

が少ない
すく

ので、生活
せいかつ

保護
ほ ご

と障 害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

でグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の利用
り よ う

をしています。僕
ぼく

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は利用料
りようりょう

（食費
しょくひ

、光熱費
こうねつひ

、

部屋代
へやだい

など）を払って
はら

利用
りよう

します。食事
しょくじ

は世話人
せわにん

さんが作って
つく

くれます。風呂
ふ ろ

は利用者
りようしゃ

が交代
こうたい

で沸かします
わ

。掃除
そ う じ

や部屋
へ や

の整理
せ い り

、洗濯
せんたく

は自分
じぶん

でします。でも、世話人
せわにん

さんが手伝って
てつだ

くれる

ところもあるし、いろいろと確認
かくにん

してくれるので安心
あんしん

です。でも、小遣い
おこづか

がもう少し
すこ

ほしいか

な、それが悩み
なや

かな。集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

ですが、部屋
へ や

は個室
こ し つ

なので気
き

を遣わなくて
つか

いいし、兄
にい

ちゃん

と一緒
いっしょ

なので寂しく
さび

ないです。ただ健康
けんこう

には気
き

を付けたい
つ

と思って
おも

います。あとは、今
いま

は親戚
しんせき

のおじちゃんがお金
  かね

の使い方
つか  かた

をみてくれるけど、これからは後見人
こうけんにん

さんが必要
ひつよう

になるよと

言われて
い

います。また、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な服
ふく

や物
もの

を買う
か

ときの相談
そうだん

はだれにすればいいのかなと

心配
しんぱい

もあります。 

                                  《発表
はっぴょう

は以上
いじょう

》 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

            

みなさんは、暮らし
く

の中
なか

に３つの場
ば

がありますか？ そして、それぞれの場
ば

には支えて
ささ

くれ

る人
ひと

や相談
そうだん

にのってくれる人
ひと

がいますか？ 

例えば
たとえ

、就 労
しゅうろう

、生活
せいかつ

などをしていくために法律
ほうりつ

で決められた
き

制度
せいど

や福祉
ふ く し

サービスを使って
つか

い

ますか？ 

自分
じぶん

の力
ちから

だけでは行う
おこな

ことが難しい
むずか

ことを一緒
いっしょ

に付き添って
つ   そ

くれたり、教え
おし

てくれたり、

援助
えんじょ

をしてくれる人
ひと

はいますか？ 

 

 

 

☆学び
まな

のＰoint 

・ＡさんＢさんは、一人暮らし
ひとり ぐ

でしたね。Ｃさんはグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

が生活
せいかつ

の場
ば

で、世話人
せ わ に ん

さんがいて、食事
しょくじ

の支援
し え ん

や部屋
へ や

の掃除
そ う じ

や洗濯
せんたく

を自分
じ ぶ ん

でしますが、点検
てんけん

やフォロー
ふ ぉ ろ ー

があ

るのが心強い
こころづよ

ですね。 

・3人
にん

とも、職場
しょくば

は違って
ちが

もそれぞれに合った支援
し え ん

があることで、仕事
し ご と

を続ける
つづ

ことがで

きているようですね。 

・「集い
つど

の場あゆみ
ば

」も利用
り よ う

している３人
  にん

なので、余暇
よ か

活動
かつどう

や生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な学 習
がくしゅう

もして

いますが、Ａさん、Ｂさんは他
ほか

にも趣味
し ゅ み

や活動
かつどう

の場
ば

を広げて
ひろ 

いますね。 

 

 

 

A、B、Ｃさんの話
はなし

から学んだ
まな

3つの場
ば

は・・ 



３．自立
じ り つ

を支える
ささ

ために必要
ひつよう

な制度
せ い ど

や支援
し え ん

（サービス
さ ー び す

）について学びましょう
まな

。 

自立
じ り つ

を支える
ささ

支援
しえん

とは、自分
じぶん

を守る
まも

ための権利
け ん り

や自立
じりつ

を支援
し え ん

する制度
せいど

を知る
し

ことが大切
たいせつ

で

す。 

ここでは、主
おも

な支援
し え ん

について説明
せつめい

します。 

これから始まる
はじ

支援
しえん

の講座
こ う ざ

で、くわしく学ぶ
まな

ための知識
ち し き

だと思って
おも

ください。 

（１）就 労
しゅうろう

支援
し え ん

 

 就労
しゅうろう

では「ハローワーク
は ろ ー わ ー く

」「障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センター」「就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター」 

などが支援
し え ん

をしてくれます。 

（２）障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

 

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

して、福祉的
ふくしてき

な就 労
しゅうろう

や生活
せいかつ

の支援
し え ん

を受ける
う

場合
ばあい

は「相談
そうだん

支援
し え ん

」

で利用
り よ う

するための計画
けいかく

をつくってもらいます。 

「家事
か じ

支援
しえん

」「グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

」 「移動
いどう

支援
しえん

」 「訪問
ほうもん

看護
かんご

」などの障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

や

医療
いりょう

・保健
ほ け ん

の制度
せ い ど

を利用
り よ う

して、就 労
しゅうろう

や生活
せいかつ

、健康
けんこう

を支えて
ささ

もらいます。 

（３）生活
せいかつ

を守る
まも

ための制度
せ い ど

（社会
しゃかい

の決まり
き

）など 

 自分
じぶん

の財産
ざいさん

や権利
けんり

などを守る
まも

ための「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

」や、所得
しょとく

をおぎなうための「障害者
しょうがいしゃ

 

基礎
き そ

年金
ねんきん

」「生活
せいかつ

保護
ほ ご

」などの制度
せいど

も大切
たいせつ

となります。 

 地域
ち い き

の社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

などが行って
おこな

いる「日 常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

」では、金銭
きんせん

管理
かんり

や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のいろいろな支援
し え ん

について相談
そうだん

にのってもらえます。 

 

 

 

 



では、ここで一人暮らし
ひとり ぐ

で、いろいろな支援
し え ん

や制度
せ い ど

を使って
つか

いるＤさんの実際
じっさい

の生活
せいかつ

の様子
よ う す

を聞いて
き

みましょう。 

 

○ 一人暮らし
ひとり ぐ

のＤさんの場合
ば あ い

 

私
わたし

は、以前
い ぜ ん

に一人暮らし
ひとり ぐ

をしていました。このときは、思う
おも

ようにいかなかったのですが、

再挑戦
さいちょうせん

することになり、いろいろな準備
じゅんび

をしました。一人暮らし
ひとり ぐ

を続けて
つづ

いくために、住居
じゅうきょ

は、お母さん
  かあ

に助けて
たす

もらえるよう実家
じっか

からも職場
しょくば

からも近い
ちか

アパート
あ ぱ ー と

を探しました
さが

。それか

ら、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の支援
し え ん

をいろいろと利用
り よ う

したり、なにかのときの貯金
ちょきん

も大切
たいせつ

だと思い
おも

、

障 害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

の申請
しんせい

もしたりしました。仕事
し ご と

と生活
せいかつ

を両 方
りょうほう

がんばるのは難しい
むずか

ので、

無理なく
む り

生活
せいかつ

ができるように、掃除
そ う じ

や食事作り
しょくじづく

の家事
か じ

支援
し え ん

をしてもらい助かって
たす

います。また

買い物
か   もの

では、人
ひと

の多い
おお

ところに買い物
か   もの

に行く
い

ことが苦手
に が て

なので、移動
い ど う

支援
し え ん

を使って
つか

普段
ふだん

できな

い買い物
か   もの

もします。また、少し
すこ

健康
けんこう

にも不安
ふ あ ん

があるので、訪問
ほうもん

看護
かんご

もお願い
  ねが

して、週
しゅう

に1度
ど

は

バイタルチェック
ば い た る ち ぇ っ く

や健康
けんこう

管理
かんり

の相談
そうだん

にのってもらっています。1回目
か い め

の一人暮らし
ひとり ぐ

で、一人
ひとり

で

頑張りすぎて
がんば

失敗
しっぱい

したことを反省
はんせい

して、支援
し え ん

を受けながら
う

生活
せいかつ

ができることが大切
たいせつ

だと

分かりました
わ

。最近
さいきん

では、就 労
しゅうろう

支援
し え ん

にも入って
はい

もらって、職場
しょくば

の人
ひと

に自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

のことを理解
り か い

してもらうようにしています。これから一人暮らし
ひとり ぐ

を希望
きぼう

する人
ひと

に知って
し

おいてほしいことと

して、住む
す

ところを決める
き

までが大変
たいへん

だったことです。契約
けいやく

や手続き
てつづ

をするときに内容
ないよう

の理解
りかい

が難しい
むずか

し、いろいろな紹 介
しょうかい

やセールス
せ ー る す

もくるので対応
たいおう

や判断
はんだん

が大変
たいへん

でした。でも、お母さん
  かあ

や利用
り よ う

しているあゆみの職 員
しょくいん

さんに一つ一つ
ひと  ひと

相談
そうだん

にのってもらいのりきることができました。

また、一度
いちど

に、多く
おお

の支援
し え ん

を利用
りよう

し始める
  はじ

と、頭
あたま

の中
なか

の整理
せいり

が付かなくて
つ

大変
たいへん

でしたし、生活
せいかつ

のペース
ぺ ー す

やリズム
り ず む

を作る
つく

のにも苦労しました。支援者
しえんしゃ

の人
ひと

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をとるにも

時間
じかん

がかかりました。 

《発表
はっぴょう

は以上
いじょう

》 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
ひと

は、だれも一人
ひとり

で生きて
い

いくことはできません。だれかの力
ちから

を借りたり
か

、応援
おうえん

を受けたり
う

、

相談
そうだん

や公的
こうてき

な支援
し え ん

（福祉
ふくし

サービスなど）などを受けて
う

、実現
じつげん

していくのではないでしょうか。 

このことは、障 害
しょうがい

のある人
ひと

にとっても、ない人
ひと

にも欠かせない
か

ことだと思います
おも

。つまり、

自立
じ り つ

は、人
ひと

や社会
しゃかい

との関わり
かか

が大切だと思います
おも

。支援
し え ん

とつながることも大切
たいせつ

だと言えます
い

。 

また、支援
し え ん

は受ける
う

だけでなく、支援
し え ん

を活用
かつよう

して、人
ひと

の意見
い け ん

やアドバイス
あ ど ば い す

を聞いて
き

、就 労
しゅうろう

や

生活
せいかつ

にいかしていくことも大切
たいせつ

です。 

 

☆学び
まな

のＰoint 

・Ｄさんの利用
り よ う

している支援
し え ん

として、買い物
か   もの

に「移動
い ど う

支援
し え ん

」料理
りょうり

、掃除
そうじ

に「家事
か じ

支援
しえん

」 

健康
けんこう

管理
かんり

に「訪問
ほうもん

看護
かんご

」、余暇
よ か

活動
かつどう

やリフレッシュ
り ふ れ っ し ゅ

に「集い
つど

の場あゆみ
ば

」、就 労
しゅうろう

支援
し え ん

に

「就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」、給 料
きゅうりょう

だけでは足りない
た

部分
ぶぶん

の生活費
せいかつひ

として「障 害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

」、医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

を軽く
かる

するための「自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

」の制度
せ い ど

を活用
かつよう

してい

ますね。これらの支援
し え ん

やサービス
さ ー び す

をまとめて、計画
けいかく

してくれる「相談
そうだん

支援
し え ん

」欠かせません
かか

ね。 

・最初
さいしょ

のＡさんのように、すでに成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

を利用
り よ う

して保
ほ

佐
さ

さんに金銭
きんせん

管理
かんり

をお願い
  ねが

し

ているケース
け ー す

もありましたね。 

 

 

Ｄさんの一人暮らし
ひとり ぐ

で利用
りよう

している支援
しえん

から

学んだ
まな

ことは・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学び続ける
まな つづ

意味
いみ

（生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

） 

普段
ふ だ ん

から自分
じぶん

でも、正しい
た だ

情 報
じょうほう

や知識
ち し き

を知る
し

ような努力
どりょく

が大切
たいせつ

です。つまり、困った
こま

とき

に、そのような知恵
ち え

を出せる
だ

ために学び
まな

があります。 

学 習
がくしゅう

をすることは、間違い
ま ちが

をしないために、いろいろと知って
し

おくことに意味
い み

があります。 

世の中
よ   なか

は、科学
か が く

の進歩
し ん ぽ

により便利
べ ん り

なものがふえる一方
いっぽう

、人
ひと

の弱み
よわ

につけこむ犯罪
はんざい

や事件
じ け ん

に

巻き込まれたり
ま   こ

することもふえて、時代
じ だ い

も変化
へ ん か

をしています。 

昔
むかし

は携帯
けいたい

電話
で ん わ

がありませんでしたが、今
いま

はあるでしょう。でも、使い方
つか  かた

を間違える
まちが

と大変
たいへん

☆学び
まな

のＰoint 

最後
さ い ご

に、4人
にん

の方
かた

の自立
じりつ

生活
せいかつ

についての、お話
  はな

を聞いて
き

思った
おも

ことがあります。 

「自立
じ り つ

」という言葉
こ と ば

に、次のような意味
い み

もあると思いました。
おも

 

それは、「夢
ゆめ

や希望
き ぼう

をもって生きよう
い

とする自分
じ ぶん

を励ます
はげ

」ことです。 

仕事
し ご と

や生活
せいかつ

をしながら生きて
い

いくことだけで、精一杯
せいいっぱい

だと思って
おも

いる人
ひと

もいるかもし

れませんが、夢
ゆめ

や希望
き ぼう

をもって生きよう
い

としている姿
すがた

も見える
み

お話
  はな

もありました。 

夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

は、生きて
い

いく上
うえ

で大切
たいせつ

なことなのではないでしょうか。 

皆さん
みな

はどう思います
おも

か。 

それから、生活
せいかつ

の中
なか

で支援
し え ん

を利用
り よ う

する経験
けいけん

や、人
ひと

との関係
かんけい

を作る
つく

ことが学び
まな

になって

いることも分かりました
わ

。 

 

最後
さいご

になりますが、4人
にん

の方
かた

の話
はなし

を聞いて
き

思った
おも

ことは・・ 



なことになりますね。例えば
たと

通信
つうしん

料金
りょうきん

がよけいにかかったり、インターネット
い ん た ー ね っ と

で知らない
し

う

ちに利用
りよう

した音楽
おんがく

や占い
うらな

などで料 金
りょうきん

がたくさんかかったりしますね。そのようなことも

知って
し

おいたほうが損
そん

はないと思います
おも

。 

他
ほか

にも、最近
さいきん

では、いろいろな誘惑
ゆうわく

も多い
おお

ですね。振り込め
ふ   こ

詐欺
さぎ

とか、悪徳
あくとく

商 法
しょうほう

など・・、

だまされて、大変
たいへん

なことになってしまうこともあります。いろいろな誘惑
ゆうわく

があっても、そのこ

とから自分
じ ぶ ん

を守る
まも

ために、学び
まな

続ける
つづ

ことを生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

といいます。 

以上
いじょう

のように、 

みなさんの情 報
じょうほう

の中
なか

にも、正しい
た だ

情 報
じょうほう

なのかどうかを確かめたり
たし

、見分けたり
み わ

する力
ちから

も 

必要
ひつよう

ですね。つまり、自分
じぶん

で後悔
こうかい

や大きな
おお

失敗
しっぱい

をしないようにするために、生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

とい 

う場
ば

で学んで
まな

いくことが大切
たいせつ

ですね。 

 

人生
じんせい

では学び続けながら
まな  つづ

、生かして
い

いくことが大切
たいせつ

であるとも言えます
い

。 

あらためて、学ぶ
まな

ことと支援
し えん

の大切さ
たいせつ

を次
つぎ

のようにまとめてみました。 

１ 自分
じ ぶ ん

が、よりよい選択
せんたく

ができたり、正しい
ただ

決め方
き   かた

ができたりする学習
がくしゅう

をしましよう。 

２ 自分
じ ぶ ん

の考え
かんが

や思い
おも

を確かめたり
たし

、間違い
まちが

がないかどうかを相談
そうだん

できる人
ひと

を見つけて
み

おくこ

と。 

３ やり方
    かた

がわからなかったり、一人
ひとり

ではできなかったりするときには、人
ひと

の力
ちから

を借りたり
か

、

教えて
おし

もらったりしましょう。 

４ 学び続ける
まな  つづけ

ことは、生活
せいかつ

を豊か
ゆた

にしたり、人
ひと

とのつながりを深めたり
ふか

して自分
じぶん

らしい生活
せいかつ

をするためだと思います
おも

。 

最後
さ い ご

に、この講座
こ う ざ

に続いて
つづ

、就 労
しゅうろう

や生活
せいかつ

をふり返
かえ

りながら支
し

援
えん

について学
まな

ぶ講
こう

座
ざ

もありま

す。就労
しゅうろう

と生活
せいかつ

のふり返り
かえ

シートを作成
さくせい

して、後
のち

の講座
こ う ざ

の学び
まな

に役立てましょう
やくだて

。 

ふり返り
かえ

シート
し ー と

は、別
べつ

に準備
じゅんび

してあります。内容
ないよう

がたくさんありますが、支援者
しえんしゃ

と一緒
いっしょ

にが

んばって書いて
か

みましょう。 


